
生
田
正
庵
年
譜
稿

東
洋
大
学
の
漢
学
者
た
ち
（
そ
の
二
）

吉
田
公
平
ミ
ミ
ξ

は
じ
め
に

　
「
東
洋
大
学
人
名
録
　
役
員
・
教
職
／
1
”
戦
前
編
』
（
東
洋
大
学
井
ヒ
円
．
」
記
念
学
術
セ
ン
タ
ー
編
．
一
九
九
六
年
一
．
，
月
一
．
卜
日
発
行
．

所
長
新
田
幸
治
）
の
「
生
田
格
」
の
項
目
に
は
「
分
類
教
員
。
在
職
年
昭
和
四
年
ー
。
身
分
東
洋
大
学
教
授
。
教
科
目
昭
和
四
年
度

漢
文
学
（
専
門
部
）
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
「
戦
前
期
の
職
員
名
簿
が
．
不
備
な
た
め
に
今
さ
ら
確
認
の
し
よ
う
も
な
い
の
だ
が
、
い

か
に
も
素
っ
気
な
い
記
述
で
あ
る
、
赴
任
年
次
・
退
職
年
次
が
不
明
な
ば
か
り
で
は
な
い
。
在
職
中
の
勤
務
内
容
を
語
る
資
料
は
無

い
。
そ
れ
は
東
正
堂
の
場
合
も
同
案
で
あ
っ
た
．
、
ま
た
、
東
正
堂
に
せ
よ
生
川
正
庵
に
せ
よ
、
あ
れ
ほ
ど
に
沢
山
の
文
章
を
書
き
残

し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
東
洋
大
学
に
直
接
に
ス
．
口
及
す
る
こ
と
は
無
か
っ
た
．
い
っ
た
い
、
彼
等
に
と
っ
て
奉
職
し
て
い
る
東
洋
大
学

と
は
そ
も
何
で
あ
っ
た
の
か
。
或
は
彼
等
が
奉
職
し
た
大
学
は
帝
国
大
学
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
社
会
の
木
鐸
と
し
て
文
章
な
り
を

公
表
す
る
場
合
に
、
奉
職
す
る
大
学
を
名
乗
る
ほ
ど
の
こ
と
は
な
い
と
自
覚
し
、
む
し
ろ
在
野
に
あ
る
こ
と
を
誇
り
と
し
て
、
「
東

洋
大
学
教
授
」
で
あ
る
こ
と
を
看
板
と
し
て
公
表
す
る
こ
と
を
控
え
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
彼
等
の
n
己
認
識
は
ど
う
あ
れ
、
東
正
堂
に
せ
よ
生
田
正
庵
に
せ
よ
、
日
本
近
代
期
に
お
け
る
漢
学
者
、
そ
れ
も
学
術
考
証
学
と

し
て
の
漢
学
者
で
は
な
く
し
て
、
漢
学
を
基
盤
に
し
て
当
代
の
課
題
に
立
ち
向
か
っ
た
哲
学
者
と
し
て
の
漢
学
者
、
と
り
わ
け
陽
明
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学
を
基
本
理
念
と
し
て
機
関
誌
『
E
学
雑
誌
』
『
陽
明
学
』
を
刊
行
し
、
政
財
界
の
大
物
を
巻
き
込
ん
で
思
想
運
動
を
展
開
し
た
、

そ
の
意
味
で
の
漢
学
者
で
あ
っ
た
。

　
東
正
堂
は
山
口
県
岩
国
の
人
。
生
田
正
庵
は
兵
庫
県
神
崎
郡
田
原
村
の
人
。
彼
等
の
先
学
に
は
東
正
堂
の
父
で
あ
る
東
澤
潟
が
い

る
。
そ
の
東
澤
潟
の
講
友
関
係
に
は
池
田
草
庵
・
春
日
潜
庵
・
吉
村
秋
陽
・
楠
本
端
山
・
楠
本
碩
水
・
大
橋
訥
庵
な
ど
が
い
る
。
次

世
代
に
相
当
す
る
東
正
堂
・
生
田
正
庵
た
ち
は
、
先
学
世
代
の
嗣
r
や
門
弟
子
た
ち
が
人
脈
を
豊
に
し
た
。
そ
れ
は
そ
う
な
の
だ

が
、
や
は
り
有
力
な
導
き
手
は
先
学
世
代
で
あ
っ
た
。
東
正
堂
・
生
田
正
庵
に
と
っ
て
は
、
長
命
を
保
た
れ
た
楠
本
碩
水
に
示
教
を

受
け
た
こ
と
は
、
と
り
わ
け
感
激
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
時
運
は
儒
学
思
想
を
旧
態
の
ま
ま
に
暴
守
す
る
は
か
り
で
は
通
用
し
な
い
所
ま
で
展
開
し
て
い
た
、
、
そ
の
時
運
に
乗
っ
て
所
謂
陽

明
学
思
想
を
陽
明
主
義
と
し
て
徹
底
し
て
斬
新
な
思
想
運
動
を
果
敢
に
展
開
し
た
の
は
、
大
阪
陽
明
学
会
を
組
織
し
機
関
誌
『
陽

明
』
『
陽
明
主
義
』
を
刊
行
し
た
石
崎
東
国
で
あ
る
。
東
正
堂
・
生
田
正
庵
は
、
同
じ
く
陽
明
学
を
看
板
に
し
な
が
ら
も
、
石
崎
東

国
と
活
動
路
線
を
異
に
す
る
。
東
京
と
大
阪
。
陽
明
学
と
陽
明
主
義
。
東
正
堂
と
石
崎
東
国
。
両
者
は
鋭
く
対
立
す
る
。
大
正
リ
ベ

ラ
リ
ズ
ム
に
加
担
し
た
石
崎
東
国
の
陽
明
主
義
運
動
は
、
所
謂
陽
明
学
の
解
釈
可
能
性
の
実
験
と
し
て
は
極
め
て
興
味
深
い
運
動
で

あ
る
。
本
稿
は
そ
の
解
明
を
行
う
場
所
で
は
な
い
の
で
、
こ
の
問
題
は
先
送
り
し
て
、
東
京
の
東
正
堂
グ
ル
ー
プ
の
思
想
運
動
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
の
基
礎
作
業
の
一
つ
と
し
て
、
東
正
堂
の
良
き
助
演
者
で
あ
っ
た
生
田
正
庵
の
生
涯
を
年
譜
稿
と
い
う
形
で
公
表

す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
立
論
そ
の
も
の
と
し
て
は
石
崎
東
国
の
運
動
に
魅
力
を
感
じ
な
が
ら
も
、
同
時
代
感
覚
と
し
て
は
東
正
堂
・
生
田
正
庵
の
路
線
が

大
万
の
支
持
を
得
て
い
た
、
そ
の
こ
と
が
実
は
彼
等
の
陽
明
学
理
解
の
特
色
で
も
あ
り
限
界
で
も
あ
る
が
、
さ
り
な
が
ら
、
歴
史
的

に
は
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
。
日
本
近
代
期
に
お
け
る
漢
学
運
動
の
中
の
陽
明
学
運
動
を
傭
鰍
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す
る
作
業
を
、
今
後
の
課
題
と
し
な
が
ら
も
、
今
は
、
取
り
敢
え
ず
生
田
正
庵
の
生
涯
を
確
認
し
た
い
。

　
生
田
正
庵
は
殆
ど
無
名
の
人
で
あ
る
。
唯
一
、
専
論
は
荒
木
見
悟
先
生
の
「
生
田
正
庵
小
伝
」
（
九
州
大
学
中
国
哲
学
論
集
八
号
。

一
九
八
．
．
年
十
月
一
日
発
行
）
で
あ
る
。
本
稿
は
こ
の
荒
木
先
生
の
論
考
に
大
き
く
依
拠
し
て
い
る
。
特
に
生
田
正
庵
・
東
正
堂
・

楠
本
碩
水
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
書
簡
は
、
今
、
九
州
大
学
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
由
で
あ
る
が
、
読
解
さ
れ
た
も
の
が
公
開
さ
れ
て
は

い
な
い
の
で
、
荒
木
見
悟
先
生
が
論
文
の
中
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
全
文
を
収
録
し
た
。
（
江
．
戸
期
の
哲
学
遺
産
は
活
字
化
さ

れ
て
い
る
の
は
ご
く
一
部
で
あ
る
。
幕
末
維
新
期
の
書
簡
は
『
幕
末
維
新
陽
明
学
者
書
簡
集
』
（
陽
明
学
大
系
所
収
）
『
幕
末
維
新
朱
子
学
者
書

簡
集
』
（
朱
子
学
大
系
所
収
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
未
公
刊
の
も
の
が
お
び
た
だ
し
い
。
期
し
て
待
つ
べ
し
。
）

　
東
正
堂
は
「
陽
明
学
』
の
紙
面
に
、
渕
岡
山
を
筆
頭
と
す
る
中
江
藤
樹
の
門
流
の
講
学
録
を
掲
載
し
た
。
東
正
堂
が
精
力
的
に
調

査
し
て
収
集
し
た
基
本
資
料
集
で
あ
る
。
そ
れ
は
今
、
か
つ
て
東
正
堂
が
奉
職
し
た
東
洋
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
一
部

が
高
島
市
藤
樹
記
念
館
に
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
分
量
と
し
て
は
東
洋
大
学
図
書
館
の
方
が
充
実
し
て
い
る
。
東
正
堂
が
収
集
・

筆
写
し
た
も
の
を
生
田
正
庵
が
改
め
て
筆
写
し
た
も
の
が
多
数
を
占
め
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
先
に
調
査
し
て
「
柴
田
甚
五

郎
旧
蔵
日
本
陽
明
学
関
係
書
に
つ
い
て
」
（
東
洋
大
学
　
井
上
円
r
セ
ン
タ
ー
年
報
十
号
、
二
〇
〇
一
年
七
月
．
．
十
U
）
「
東
正
堂
の
藤
樹

後
学
資
料
の
書
写
」
（
東
洋
大
学
。
井
卜
円
了
セ
ン
タ
ー
年
報
十
四
号
。
二
〇
〇
五
年
九
月
二
十
日
）
と
し
て
発
表
し
た
。
本
年
譜
稿
で

は
「
東
正
堂
の
藤
樹
後
学
資
料
の
書
写
」
の
記
事
を
参
照
し
た
。

　
ま
た
生
田
正
庵
の
蔵
書
は
荒
木
見
悟
先
生
・
町
田
二
．
郎
先
生
の
お
骨
折
り
で
、
今
は
九
州
大
学
文
学
部
図
書
室
に
「
崎
門
文
庫
」

と
し
て
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
蔵
書
目
録
が
「
昭
和
六
十
年
八
月
一
日
。
崎
門
文
庫
目
録
。
九
州
大
学
中
国
哲
学
史
研
究
室
」
で

あ
る
。
序
践
が
な
い
の
で
「
崎
門
文
庫
」
と
命
名
さ
れ
た
経
緯
な
ど
は
分
ら
な
い
。
こ
の
「
崎
門
文
庫
」
を
一
覧
し
て
す
ぐ
に
気
が

附
く
の
は
、
生
田
正
庵
の
書
写
本
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
今
、
東
洋
大
学
に
収
め
る
中
江
藤
樹
心
学
派
の
関
連
資
料
に
は
、
東
正
堂
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が
書
写
し
た
も
の
も
あ
る
が
、
生
田
正
．
庵
が
書
写
し
た
も
の
の
方
が
分
量
と
し
て
は
多
い
。
生
川
正
庵
は
書
写
し
た
際
に
、
そ
の
開

始
し
た
年
月
日
と
終
了
し
た
年
月
日
を
記
し
て
い
る
事
が
多
い
。
「
崎
門
文
庫
」
に
収
め
る
書
写
本
に
記
さ
れ
た
書
写
年
月
H
も
ま

た
、
生
田
正
庵
の
修
学
過
程
を
し
る
貴
重
な
記
録
で
あ
る
。
煩
を
厭
わ
ず
に
分
明
な
も
の
は
、
原
文
を
添
え
て
年
譜
に
記
録
し
た
。

当
時
は
漢
籍
が
川
回
っ
て
い
た
と
は
い
う
も
の
の
、
入
手
が
容
易
で
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
写
本
の
ま
ま
に
伝
承
さ
れ
る
も
の
が
少

な
く
な
か
っ
た
こ
と
を
有
力
に
証
、
，
口
す
る
も
の
で
あ
る
。
学
問
す
る
者
の
真
撃
な
姿
を
如
実
に
物
語
る
。
生
川
正
庵
が
書
写
し
た
写

本
で
あ
る
こ
と
が
分
明
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
書
写
し
た
年
月
n
が
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
の
年
譜
稿
に
は
記
載
さ
れ
て
い

な
い
．
書
写
さ
れ
た
写
本
の
内
容
か
ら
類
推
し
て
、
そ
の
前
後
に
書
写
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
、
年
月
日
を
予
想
で
き
る
も
の
が

な
い
で
は
な
い
が
、
確
言
で
き
な
い
の
で
、
年
譜
稿
に
は
記
入
し
な
か
っ
た
。
待
考
。

　
　
親
し
く
閲
覧
す
る
機
会
を
与
え
て
頂
い
た
九
州
大
学
文
学
部
図
書
室
の
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
改
め
て
感
謝
し
た
い
。
九
州
大
学

　
　
文
学
部
は
小
生
が
初
め
て
奉
職
し
た
大
学
で
あ
る
。
そ
の
図
書
室
は
蔵
書
量
が
増
え
て
、
そ
の
当
時
と
は
配
架
模
様
が
変
わ
っ

　
　
て
し
ま
っ
た
が
、
書
庫
に
一
歩
足
を
踏
み
人
れ
る
や
、
か
つ
て
入
り
浸
っ
た
距
口
n
を
思
い
起
し
て
懐
か
し
か
っ
た
。

　
東
正
堂
に
寄
添
う
形
で
生
田
正
庵
は
生
き
た
が
、
そ
の
思
想
形
成
は
東
正
堂
に
ま
み
え
る
ま
え
に
貴
重
な
軌
跡
を
遂
げ
て
お
り
、

後
に
そ
れ
は
朱
子
学
・
陽
明
学
理
解
に
も
歴
然
と
し
て
い
る
。
折
々
に
『
陽
明
学
』
に
発
表
し
た
論
文
に
は
東
正
堂
の
批
正
が
附
加

さ
れ
て
お
り
、
興
味
深
い
が
、
毒
湛
老
師
に
参
禅
し
た
経
験
の
あ
る
生
川
正
庵
に
は
、
東
正
堂
と
は
違
っ
た
独
自
の
心
性
論
理
解
が

あ
る
．
し
か
し
、
そ
れ
も
ヒ
京
し
て
東
正
堂
の
傍
に
仕
え
る
こ
と
が
長
く
な
り
、
社
会
思
想
の
怒
濤
に
曝
さ
れ
る
と
、
そ
の
儒
学
理

解
に
柔
軟
性
を
失
う
傾
向
が
強
く
な
る
。
生
田
正
庵
の
陽
明
学
理
解
を
一
捌
け
に
塗
る
こ
と
は
困
難
な
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
考
察
は

次
の
課
題
と
し
た
い
。
今
は
取
り
敢
え
ず
、
彼
の
生
涯
を
傭
鰍
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
東
正
堂
と
生
川
正
庵
の
師
弟
関
係
を
調
べ
て
い
る
際
に
、
い
つ
も
念
頭
に
去
来
し
た
の
は
、
楠
本
端
山
・
碩
水
と
岡
直
養
の
師
弟
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関
係
で
あ
っ
た
。

し
た
い
。

日
本
近
代
期
に
お
け
る
儒
学
思
想
を
再
考
す
る
と
き
に
、
こ
の
こ
と
も
留
意
し
な
が
ら
、
作
業
を
進
め
る
こ
と
に

　
さ
て
、
そ
れ
で
は
、
東
正
堂
は
生
田
正
庵
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
か
。
こ
の
こ
と
を
前
も
っ
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
そ

の
た
め
に
好
都
合
な
短
文
を
東
正
堂
が
残
し
て
い
る
の
で
、
次
に
そ
れ
を
掲
げ
る
こ
と
に
す
る
。
東
正
堂
は
『
困
知
続
録
』
の
前
書

き
に

　
予
白
居
山
中
。
乃
巳
著
有
困
知
。
以
自
省
焉
。
迫
ヒ
京
後
。
則
、
事
無
成
。
荏
再
歳
月
。
亦
既
成
翁
　
。
然
年
既
久
。
則
猶
得
数

　
語
也
。
傍
題
日
困
知
続
録
。
庚
申
之
歳
。
正
堂
書
。

と
い
う
。
庚
巾
は
大
正
九
年
、
正
庵
五
十
一
歳
。
刊
行
は
大
正
ト
．
一
年
八
月
五
日
。
正
堂
六
卜
四
歳
。
巻
末
に
「
附
記
困
知
関
係
諸

了
」
を
附
し
て

　
所
謂
関
係
者
。
謂
序
駿
評
者
並
投
資
助
印
費
者
。
此
其
人
。
学
問
業
務
．
、
難
有
各
殊
。
要
之
。
凡
皆
世
之
有
意
於
我
者
也
。
因
悉

　
列
記
其
氏
名
字
号
於
左
。
大
正
卜
一
、
年
ヒ
月
。
正
堂
識
。

と
い
う
。
総
勢
四
十
三
名
（
楠
本
碩
水
・
並
木
栗
水
・
谷
口
藍
田
・
副
島
槍
海
・
渋
沢
榮
∵
井
L
哲
次
郎
・
杉
浦
重
剛
・
菊
池
晋
・
高
瀬

武
次
郎
・
山
田
準
・
奥
宮
正
治
・
斉
藤
一
馬
・
岡
本
進
徳
・
南
部
保
・
曽
田
静
庵
・
生
川
正
庵
・
大
塚
豊
．
．
．
郎
・
野
村
允
中
・
大
村
梅
軒
・
頼

俊
直
・
八
巻
九
萬
・
龍
口
龍
尾
・
生
出
大
癖
・
碇
俊
聡
・
田
中
稲
城
・
門
司
天
山
・
武
内
箕
山
・
川
岡
仲
敬
・
白
銀
若
水
・
粟
村
経
山
・
山
中

馨
・
中
山
雷
響
・
柴
田
甚
五
郎
・
松
川
幸
治
郎
・
原
田
久
兵
衛
・
岡
田
久
吉
・
金
r
政
次
郎
・
小
川
豊
．
、
、
・
細
沼
強
・
桑
原
蕊
一
・
前
島
縣
次

郎
・
藤
田
正
二
・
宮
島
榮
一
）
。
生
田
正
庵
は
ト
六
番
目
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
、
生
田
正
庵
は
五
十
四
歳
。
次
に
生
田
正
庵

に
関
す
る
全
文
を
紹
介
す
る
。
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4
1
1
～
、
字
d
孚
，
字
吉
卿
。
通
称
格
。
号
正
庵
。
兵
庫
県
人
。
初
学
先
r
。

洲
。
聴
程
朱
之
説
。
今
卜
京
寓
居
。
乃
日
夕
従
予
講
学
。
志
道
懇
切
。

既
而
従
南
禅
寺
読
湛
参
禅
。
又
訪
楠
本
翁
於
針
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又
東
正
堂
は
『
蔵
春
閣
詩
存
稿
』
の
巻
末
に
「
蔵
春
閣
詩
存
稿
関
係
諸
氏
」
を
附
録
し
て
い
る
。
「
関
係
者
」
と
は
次
の
通
り
。

　
所
謂
関
係
者
。
謂
撰
序
蹟
者
並
投
資
助
印
費
者
。
此
其
人
。
学
問
業
務
。
難
有
各
異
。
要
之
。
凡
皆
世
　
之
有
意
於
我
者
也
。
因

　
悉
列
記
其
氏
名
字
号
於
左
。
（
順
次
以
五
卜
音
）
。
丙
寅
四
月
正
堂
書
。

　
丙
寅
は
大
正
卜
五
年
。
総
勢
一
．
、
十
八
名
（
赤
穴
r
敬
・
荒
川
希
陶
・
朝
枝
裕
・
生
田
正
庵
・
依
知
川
敦
・
内
山
茂
・
江
木
翼
・
岡
直

養
・
岡
田
亀
太
郎
・
小
川
淵
・
岡
村
又
雄
・
河
田
清
堅
・
桑
原
詳
一
・
近
藤
慶
一
・
白
銀
若
水
・
柴
田
甚
五
郎
・
須
内
季
吉
・
武
内
箕
山
・
龍

日
龍
尾
・
千
葉
．
、
、
占
・
永
川
新
・
西
治
興
・
林
景
敏
・
長
谷
井
超
山
・
東
乙
彦
・
広
瀬
素
行
・
占
井
時
幾
・
藤
田
俊
・
福
島
成
行
・
北
條
和

楽
．
前
橋
佐
蔵
．
村
田
鉄
．
門
司
天
山
・
山
田
準
・
山
本
章
・
安
村
任
・
横
田
恭
・
横
道
復
生
）
。
そ
の
四
番
目
に
生
田
正
庵
が
紹
介
さ
れ

て
い
る
。
影
の
形
に
添
う
如
く
東
正
堂
と
共
に
生
き
た
生
田
正
庵
を
東
正
堂
が
如
何
に
理
解
し
て
い
た
か
を
示
す
一
文
な
の
で
、
次

に
全
文
を
紹
介
す
る
。
時
に
東
正
堂
は
六
卜
七
歳
、
生
田
正
庵
は
五
卜
七
歳
。

　
生
田
氏
。
名
は
中
孚
。
字
吉
卿
。
通
称
各
．
、
号
正
庵
。
兵
庫
県
人
。
初
学
先
子
。
既
而
従
南
禅
寺
毒
湛
参
禅
。
又
訪
楠
本
碩
水
翁

　
於
針
州
。
聴
程
朱
之
説
。
其
上
京
寓
居
。
乃
日
夕
従
予
。
講
陽
明
王
氏
之
学
。
而
其
於
易
学
嗜
好
特
至
。
予
近
年
獲
成
周
易
洪
範

　
繹
説
及
啓
蒙
繹
考
等
諸
書
。
皆
吉
卿
之
功
労
。
與
而
故
予
毎
云
。
吉
卿
我
之
察
元
定
也
。

　
『
困
知
続
録
』
巻
末
の
関
係
諸
氏
と
『
蔵
春
閣
詩
存
稿
』
巻
末
の
関
係
諸
氏
の
両
方
に
掲
載
さ
れ
た
人
物
は
七
名

原
譜
。
・
白
銀
若
水
・
柴
田
甚
π
郎
・
武
内
箕
山
・
龍
口
龍
尾
・
門
司
天
山
）
。

（
生
田
正
庵
・
桑



　
「
吉
卿
は
我
の
察
元
定
な
り
」
と
い
う
師
匠
の
文
言
を
生
前
の
生
出
正
庵
は
し
か
と
読
ん
だ
。
ど
ん
な
思
い
を
し
た
で
あ
ろ
う

か
。
察
元
定
は
朱
了
の
門
人
で
あ
る
と
自
認
し
て
い
た
が
、
朱
子
が
察
元
定
を
弟
子
で
は
な
く
、
同
伴
者
で
あ
る
と
確
認
し
た
。
そ

の
発
言
に
倣
っ
た
表
現
で
あ
る
。
よ
く
生
田
正
庵
の
本
領
を
的
確
に
捉
え
た
発
言
で
あ
る
。
東
正
堂
が
逝
去
し
た
そ
の
翌
年
に
生
田

正
庵
は
逝
去
し
た
。
二
人
の
年
齢
差
は
十
歳
で
あ
っ
た
。

こ
の
種
の
年
譜
は
完
全
を
期
し
が
た
い
。
不
備
は
承
知
し
て
い
る
。
博
雅
の
土
の
ご
教
示
を
待
っ
て
補
正
し
て
い
き
た
い
。

生
田
正
庵
年
譜
稿

、
八
ヒ
○
年
。
明
治
．
、
一
年
。
庚
午
。
．
歳
。

〇
十
月
二
十
五
日
。
兵
庫
県
神
東
郡
（
の
ち
神
崎
郡
）
田
原
村
に
生
ま
れ
る
。
幼
名
は
喜
市
。
の
ち
中
孚
と
改
め
る
。
通
称
は
格
。

　
　
　
字
は
吉
卿
。
正
庵
は
そ
の
号
で
あ
る
。
の
ち
、
い
く
つ
か
の
号
が
あ
る
。
生
家
は
代
々
農
村
の
地
主
。
（
荒
木
見
悟
「
生
田
正

　
　
　
庵
小
伝
」
）

一
八
七
一
年
。
明
治
四
年
。
辛
未
。
．
一
歳
。

↓
八
七
二
年
。
明
治
五
年
。
壬
申
。
一
、
」
歳
。

一
八
七
三
年
。
明
治
六
年
。
癸
酉
。
四
歳
。

一
八
七
四
年
。
明
治
じ
年
。
甲
戌
。
五
歳
。

一
八
七
五
年
。
明
治
八
年
。
乙
亥
。
六
歳
。

一
八
七
六
年
。
明
治
九
年
。
丙
子
。
七
歳
。

一
八
ヒ
ヒ
年
。
明
治
十
年
。
丁
仕
。
八
歳
。
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一
八
七
八
年
、
明
治
十
一
年
。
戊
寅
。
九
歳
。

．
八
し
九
年
。
明
治
卜
．
、
年
．
己
卯
。
十
歳
、

一
八
八
〇
年
。
明
治
十
三
年
。
庚
辰
。
十
一
歳
。

，
八
八
、
年
－
。
明
治
卜
四
年
。
r
巳
。
卜
．
．
歳
。

一
八
八
．
一
年
。
明
治
十
五
年
。
壬
午
。
十
三
歳
。

．
八
八
．
、
．
年
．
　
…
明
治
卜
L
ハ
年
。
　
W
父
未
。
　
卜
…
四
応
戚
。

一
八
八
四
年
。
明
治
卜
七
年
。
甲
申
。
卜
五
歳
。

○
岩
国
西
郊
の
保
津
村
の
東
澤
潟
の
私
塾
に
入
門
，
澤
潟
が
突
然
私
塾
を
閉
じ
て
隠
遁
生
活
に
入
っ
た
の
で
、
嫡
男
の
東
敬
治
の
讃

　
人
社
に
人
門
。
約
二
年
間
、
保
津
に
滞
在
。
（
荒
木
見
悟
「
生
田
正
庵
小
伝
」
）

○
「
私
が
正
堂
先
生
の
門
に
在
り
し
は
、
明
治
二
十
年
の
頃
で
、
今
よ
り
．
、
一
十
年
以
前
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
今
日
多
少
陽
明
学
に

　
心
を
寄
せ
る
様
に
な
り
ま
し
た
の
は
、
澤
潟
先
生
正
堂
先
生
両
先
生
の
御
庇
蔭
で
あ
る
の
で
す
。
併
し
在
塾
中
は
、
両
先
生
に
陽

　
明
の
学
説
を
聞
て
居
ま
し
た
が
、
聞
て
居
る
と
き
は
、
成
程
面
白
ひ
学
問
と
感
じ
て
居
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
其
の
説
の
円
滑
な

　
る
為
か
、
、
向
其
の
要
領
を
得
ず
し
て
、
半
途
で
帰
国
し
た
様
な
こ
と
で
、
其
の
後
は
師
も
な
け
れ
ば
友
も
な
く
、
其
の
問
に
は

　
心
も
変
り
、
専
一
に
力
を
用
ひ
て
、
研
究
が
な
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。
」
二
陽
明
学
研
究
に
つ
い
て
」
『
陽
明
学
』
百
四
号
．
大
正
六

　
年
八
月
．
日
刊
）
。
「
心
も
変
わ
り
」
と
は
楠
本
碩
水
に
質
問
の
書
簡
を
送
り
、
毒
湛
禅
師
に
参
禅
し
た
こ
と
を
指
す
。

一
八
八
五
年
。
明
治
十
八
年
。
乙
酉
。
十
六
歳
。

．
八
八
六
年
、
明
治
L
「
九
年
。
丙
戊
。
　
ト
ー
七
歳
。

．
八
八
七
年
。
明
治
一
、
卜
年
。
「
亥
。
卜
八
歳
。
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一
八
八
八
年
。
明
治
．
一
十
一
年
、
、
戊
子
。
卜
九
歳
。

一
八
八
九
年
。
明
治
二
十
二
年
。
己
丑
、
一
．
1
1
歳
。

一
八
九
〇
年
。
明
治
二
卜
．
，
、
年
．
庚
寅
。
、
一
十
一
歳
。

○
、
一
月
。
楠
本
碩
水
に
書
簡
を
送
り
、
『
近
思
録
』
巻
四
の
蘇
季
明
問
章
の
未
発
と
既
発
の
関
係
を
取
り
L
げ
両
者
の
区
分
を
質
問

　
す
る
。
（
荒
木
見
悟
「
生
田
正
庵
小
伝
」
）

〇
三
月
卜
一
日
。
長
崎
縣
針
生
の
楠
本
碩
水
に
人
門
許
可
の
書
簡
を
送
る
。
（
荒
木
見
悟
「
生
川
正
庵
小
伝
」
）

一
八
九
一
年
。
明
治
二
十
四
年
。
辛
卯
．
二
十
二
歳
。

一
八
九
二
年
。
明
治
二
十
五
年
。
壬
辰
。
二
十
一
．
、
歳
。

一
八
九
一
．
、
年
。
　
明
治
一
、
L
－
L
ハ
年
、
永
W
巳
、
　
．
．
L
l
…
四
歳
。

〇
十
一
月
。
楠
本
碩
水
に
書
簡
を
送
り
、
「
人
学
・
中
庸
・
近
思
録
は
、
学
理
、
道
徳
の
規
矩
、
初
学
の
急
務
と
相
認
、
易
又
其
次

　
耳
。
当
時
、
易
を
読
む
の
師
な
く
書
な
し
。
苦
心
致
居
候
。
願
く
は
間
々
以
て
御
指
南
を
乞
」
と
。

、
八
九
四
年
。
明
治
、
一
ト
L
年
．
甲
午
、
、
、
卜
五
歳
。

〇
十
月
十
七
日
。
生
田
信
「
仁
義
禮
智
説
』
刊
行
。
奥
付
「
明
治
．
一
十
七
年
十
月
十
日
印
刷
．
、
同
年
十
月
卜
七
日
出
版
。
播
磨
國
神

　
東
郡
川
原
村
ノ
内
南
田
原
村
一
、
一
百
二
卜
七
番
地
。
著
作
者
兼
発
行
者
　
生
田
喜
市
，
大
阪
市
東
区
北
久
太
郎
町
武
丁
目
六
十
六
番

　
屋
敷
。
株
式
会
社
大
阪
活
版
製
造
所
，
印
刷
社
．
谷
川
黙
次
」
。
．
、
仁
義
禮
智
説
』
は
九
州
大
学
文
学
部
図
書
室
所
蔵
「
崎
門
文

　
庫
」
所
蔵
。
整
理
番
号
十
九
。

一
八
九
五
年
。
明
治
、
一
十
八
年
。
乙
未
．
二
十
六
歳
。

一
八
九
六
年
。
明
治
二
卜
九
年
、
丙
申
．
，
、
十
L
歳
。
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一
八
九
七
年
。
明
治
一
、
一
十
年
。
丁
酉
。
二
十
八
歳
。

○
明
治
．
．
．
卜
年
代
に
京
都
に
移
住
し
南
禅
寺
の
毒
湛
老
師
に
参
禅
。
五
六
年
間
熱
心
な
居
ト
と
し
て
生
活
す
る
。
特
に
華
厳
学
を
探

　
究
す
る
。

　
「
僕
中
年
仏
に
迷
ひ
し
は
、
其
の
修
む
る
所
の
儒
に
得
る
所
な
き
に
因
る
も
、
当
時
最
も
其
浅
薄
を
疑
ひ
、
道
を
仏
に
求
ん
と
欲

　
し
、
勉
て
仏
典
を
読
む
。
其
の
教
理
の
巧
妙
な
る
に
益
々
研
究
す
る
こ
と
年
あ
り
。
（
中
略
）
僕
初
め
華
厳
の
巧
妙
な
る
教
理
に

　
驚
く
も
、
終
に
得
る
所
な
く
し
て
一
転
禅
に
入
り
、
或
禅
僧
に
就
て
其
の
道
を
究
ん
と
、
鴛
馬
に
数
鞭
を
加
へ
て
入
室
参
禅
す
。

　
無
字
の
一
公
案
を
了
る
の
際
に
於
て
、
図
ら
ず
も
道
若
し
斯
の
如
く
な
ら
ん
に
は
、
恐
く
は
脱
然
の
期
な
か
る
べ
し
と
。
遂
に
此

　
の
道
の
近
き
に
あ
る
を
知
ら
ず
し
て
、
之
を
遠
き
に
求
む
る
の
非
を
知
る
」
（
『
陽
明
学
』
百
二
卜
四
号
、
　
「
贈
某
氏
和
横
」
。
大
正
八

　
年
五
月
一
n
刊
。
こ
の
某
氏
は
亀
谷
天
尊
）

一
八
九
八
年
。
明
治
三
十
一
年
。
戊
戌
。
一
．
十
九
歳
。

、
八
九
九
年
。
明
治
三
卜
、
一
年
。
己
亥
。
．
、
，
卜
歳
。

〇
十
月
二
卜
九
日
。
浅
見
綱
斎
著
「
周
易
本
義
師
説
』
巻
元
。
書
写
。
「
十
月
念
九
日
写
了
。
中
孚
」
。
崎
門
文
庫
所
蔵
。
整
理
番
号

　
　
　
’
ー
ト
V
。

　
　
　
ー
　
　
　
　
ノ

○
卜
．
月
六
日
。
浅
見
綱
斎
著
「
周
易
本
義
師
説
』
巻
亨
。
書
写
。
「
ト
一
月
六
日
写
～
。
中
孚
」
。
崎
門
文
庫
所
蔵
。
整
理
番
号

　
　
　
．
白
十
八
。

○
ト
一
月
十
．
一
、
日
。
浅
見
綱
斎
著
「
周
易
本
義
師
説
』
巻
利
。
書
写
。
「
ト
一
月
十
三
日
写
了
。
中
孚
」
。
崎
門
文
庫
所
蔵
。
整
理
番

　
　
　
号
百
「
八
。

○
ト
一
月
二
卜
一
日
。
浅
見
綱
斎
著
『
周
易
本
義
師
説
』
巻
貞
。
書
写
。
「
明
治
二
、
十
二
年
卜
一
月
念
一
日
。
正
庵
写
」
。
「
中
孚
生
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印
」
「
吉
卿
」
方
印
。
崎
門
文
庫
所
蔵
。
整
理
番
号
百
十
八
。

一
九
〇
〇
年
。
明
治
三
L
L
、
一
年
。
庚
子
。
．
二
卜
一
歳
。

〇
二
月
卜
四
H
。
『
浅
見
綱
斎
易
学
啓
蒙
師
説
』
筆
写
。
巻
末
に
「
明
治
三
卜
三
年
二
月
卜
日
正
庵
写
」
。
崎
門
文
庫
所
蔵
。
整
理
番

　
　
　
号
五
十
一
。

一
九
〇
一
年
。
明
治
三
十
四
年
。
辛
丑
。
三
十
二
歳
。

一
九
〇
、
一
年
。
明
治
一
．
、
卜
五
年
。
壬
寅
．
．
、
一
十
一
．
．
歳
。

一
九
〇
三
年
。
明
治
二
、
十
六
年
。
癸
卯
。
二
．
卜
四
歳
。

一
九
〇
四
年
。
明
治
三
十
七
年
。
甲
辰
。
三
十
五
歳
。

一
九
〇
五
年
。
明
治
三
十
八
年
。
乙
巳
。
三
十
六
歳
。

一
九
〇
六
年
。
明
治
一
．
一
十
九
年
。
丙
午
。
．
二
卜
七
歳
。

〇
五
月
十
五
日
。
明
善
学
舎
に
金
弐
円
を
寄
附
（
『
E
学
雑
誌
』
一
巻
三
号
「
社
告
」
．
明
治
三
卜
九
年
五
月
卜
五
口
刊
）

〇
七
月
十
五
日
。
「
陰
陽
と
因
果
」
二
王
学
雑
誌
』
一
巻
斤
号
。
明
治
，
、
下
九
年
七
月
十
五
口
刊
）

一
九
〇
七
年
．
、
明
治
四
十
年
。
丁
未
。
三
十
八
歳
。

〇
二
月
十
五
日
。
「
予
亦
謹
次
亀
谷
天
尊
君
時
事
有
感
之
韻
」
二
王
学
猫
誌
』
．
巻
卜
二
号
．
明
治
四
十
年
一
、
月
卜
五
n
刊
）
。
「
予
亦
」

　
　
　
と
言
う
の
は
、
亀
谷
天
尊
「
時
事
有
感
東
大
雅
正
」
二
E
学
雑
誌
』
、
巻
五
号
、
明
治
，
、
，
卜
九
年
七
月
十
五
日
刊
）
に
つ
い

　
　
　
て
、
先
に
勝
公
堂
「
予
読
王
学
雑
誌
亀
谷
天
尊
君
時
事
有
感
之
詩
謹
次
其
韻
且
請
是
丁
正
堂
先
生
」
（
『
七
学
雑
誌
』
一
巻
九

　
　
　
号
。
明
治
三
十
九
年
十
一
月
十
五
日
刊
）
が
あ
り
、
そ
れ
を
承
け
て
の
次
韻
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

一
九
〇
八
年
。
明
治
四
十
一
年
。
戊
申
。
、
二
十
九
歳
。
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〇
五
月
．
．
、
卜
、
日
。
針
生
島
に
楠
本
碩
水
を
訪
ね
、
六
月
、
、
、
日
に
辞
去
す
る
、
二
碩
水
1
1
記
し
。

〇
六
月
．
．
．
日
。
針
生
島
を
出
発
し
て
佐
世
保
で
列
車
に
乗
り
久
留
米
に
着
き
、
小
倉
経
山
で
中
津
駅
に
到
着
し
て
一
泊
。

〇
六
月
四
日
。
耶
馬
渓
を
見
学
し
て
門
司
に
一
泊
。

〇
六
月
五
日
．
1
5
関
に
渡
り
下
関
条
約
締
結
の
場
所
を
見
学
す
る
こ
と
数
時
間
、
馬
関
を
出
発
し
て
夕
刻
に
嚴
嶋
に
参
詣
し
、
広
島

　
　
　
に
ド
車
せ
ず
に
福
山
に
向
か
う
。

〇
六
月
六
日
。
福
山
に
到
着
し
、
門
田
重
長
氏
に
面
会
。
楠
本
碩
水
の
伝
言
を
伝
え
る
。
直
に
辞
去
し
、
備
前
岡
山
に
至
り
、
国
清

　
　
　
寺
に
知
己
〔
毒
湛
門
ド
の
同
参
か
）
を
訪
ね
、
後
楽
園
を
遊
覧
。
こ
の
日
の
内
に
、
姫
路
よ
り
播
但
線
に
て
福
崎
駅
ド
車
、

　
　
　
川
原
村
の
自
宅
に
帰
宅
し
た
か
。

〇
六
月
七
日
。
帰
宅
後
に
楠
本
碩
水
に
礼
状
を
送
る
．
、
帰
途
の
日
程
は
次
の
礼
状
に
因
る
，

　
　
　
「
拝
口
王
仕
候
。
過
日
推
参
仕
、
御
親
切
な
る
明
雨
を
受
け
、
其
益
不
少
、
難
有
存
候
。
滞
在
中
は
分
外
の
御
馳
走
を
賜
り
、

　
　
　
御
礼
申
ヒ
度
候
。
久
敷
滞
在
御
迷
惑
を
お
掛
候
次
第
は
真
平
御
海
容
被
ド
度
奉
謝
候
。
借
高
堂
を
立
ち
佐
世
保
に
至
り
佐
世

　
　
　
保
駅
十
一
時
の
列
車
に
て
久
留
米
に
至
り
、
直
に
引
返
し
豊
前
の
小
倉
に
至
り
、
夫
れ
よ
り
中
津
駅
に
至
り
一
宿
、
翌
n
耶

　
　
　
馬
渓
に
至
て
引
返
し
、
門
司
に
至
て
．
宿
、
翌
日
馬
関
に
渡
り
日
清
定
約
の
引
接
寺
に
至
り
、
当
時
の
光
況
を
追
想
仕
候
。

　
　
　
数
時
間
に
し
て
馬
関
を
発
し
、
夕
刻
嚴
嶋
に
詣
り
、
広
嶋
に
ド
車
せ
ず
し
て
、
翌
日
備
後
福
山
に
至
り
、
門
田
重
長
氏
を
訪

　
　
　
ふ
。
氏
は
今
将
に
登
校
せ
ん
と
す
る
の
時
に
し
て
、
唯
一
応
の
挨
拶
に
止
り
、
先
生
の
御
伝
言
は
髄
に
通
じ
置
申
候
。
菅
茶

　
　
　
山
翁
の
遺
迩
も
一
覧
仕
度
存
候
へ
共
、
其
家
内
に
は
病
者
も
有
之
候
様
r
、
門
川
氏
は
一
覧
位
に
は
差
支
も
無
之
様
被
中
候

　
　
　
へ
共
、
病
者
の
内
へ
参
り
迷
惑
を
掛
候
は
宜
か
ら
ず
と
思
ひ
、
直
に
去
て
備
前
に
至
り
、
国
清
七
寸
な
る
知
己
人
の
内
に
至

　
　
　
り
、
備
前
殿
の
後
楽
園
に
遊
び
、
昨
日
帰
宅
仕
候
次
第
に
御
坐
候
。
乍
揮
御
休
神
下
度
。
其
他
申
上
度
事
も
御
坐
候
。
後
便
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に
譲
り
申
度
候
」

〇
六
月
十
六
日
。
三
宅
尚
斎
著
「
論
語
筆
記
』
．
書
写
。
巻
一
の
巻
末
に
「
学
而
為
政
。
戊
申
六
月
十
六
日
。
借
楠
本
碩
水
先
生
之

　
　
　
書
補
写
」
と
あ
る
。
巻
卜
、
，
の
巻
末
に
「
先
進
顔
淵
篇
。
戊
申
六
月
二
十
日
借
碩
水
先
生
之
書
補
写
。
生
田
中
孚
」
と
あ

　
　
　
る
．
崎
門
文
庫
所
蔵
。
整
理
番
号
，
、
百
，
．
，
「
一
。

〇
十
一
月
一
．
十
七
日
。
久
米
訂
斎
著
「
久
米
先
生
講
席
打
聞
』
書
写
。
巻
末
に
「
四
十
一
年
十
一
月
二
十
七
日
写
終
」
と
あ
る
。
崎

　
　
　
門
文
庫
所
収
。
整
理
番
日
ゲ
八
卜
四
。

〇
十
二
月
。
楠
本
碩
水
の
生
田
正
庵
宛
書
簡
「
崎
門
諸
儒
著
書
持
合
の
物
は
、
何
時
も
差
送
り
可
申
候
へ
ば
、
無
遠
慮
御
申
越
相
成

　
　
　
度
候
」
（
「
生
川
正
庵
小
伝
」
）

、
九
〇
九
年
。
明
治
四
卜
．
一
年
、
己
酉
．
四
十
歳
。

○
こ
の
年
、
楠
本
碩
水
は
「
当
理
而
無
私
則
仁
突
」
と
い
う
李
延
平
の
語
を
体
認
酒
養
せ
よ
と
生
田
正
庵
に
教
示
す
る
。
牛
田
正
庵

　
は
こ
の
教
示
を
「
克
己
復
礼
」
と
受
け
と
め
、
初
学
は
亜
聖
顔
子
と
は
異
な
る
か
ら
、
「
手
に
手
を
入
れ
て
細
密
な
る
工
夫
を
用

　
ひ
ざ
れ
ば
折
角
の
用
力
も
閑
工
夫
と
成
り
果
て
る
」
と
し
、
「
存
養
は
殊
に
人
切
に
し
て
活
溌
々
地
生
々
た
る
、
切
れ
ば
血
が
出

　
る
如
き
本
心
の
体
を
存
す
る
1
夫
、
此
－
夫
成
て
窮
理
も
自
ら
親
切
な
る
事
と
存
じ
候
」
と
返
辞
す
る
。
二
生
田
正
庵
小
伝
」
）

〇
十
一
月
二
十
七
日
。
「
拙
修
集
』
巻
元
。
書
写
。
「
十
一
月
一
．
卜
七
日
写
．
ー
」
と
あ
る
。
「
正
庵
蔵
書
」
長
方
印
。
崎
門
文
庫
所

　
　
　
蔵
、
整
理
番
号
八
卜
四
、

○
卜
、
一
月
六
日
。
『
拙
修
集
』
巻
」
口
r
。
書
写
。
「
十
二
月
六
口
写
．
J
」
と
あ
る
、
崎
門
文
庫
所
蔵
。
番
号
八
十
四
。

〇
十
二
月
（
ヒ
～
十
九
）
日
。
「
拙
修
集
』
巻
利
．
書
写
、
崎
門
文
庫
所
蔵
。
整
理
番
号
八
十
四
。

〇
十
．
，
月
一
．
卜
1
1
。
口
拙
修
集
』
巻
貞
、
書
写
，
「
四
卜
．
、
年
卜
．
．
月
二
卜
日
，
写
．
」
」
．
裏
表
紙
に
「
明
治
…
四
卜
．
．
年
，
、
卜
日
。
正
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庵
謹
写
」
と
あ
る
。
崎
門
文
庫
所
蔵
。
整
理
番
号
八
十
四
。

○
卜
．
一
月
．
．
卜
日
。
楠
本
碩
水
よ
り
沽
儒
呉
廷
棟
の
『
拙
修
集
』
を
拝
借
し
筆
写
し
終
わ
る
。
巻
ト
に
収
め
る
「
拙
修
書
室
記
」
に

　
　
　
感
銘
し
て
一
文
を
草
し
、
翌
十
．
一
月
二
十
一
日
に
楠
本
碩
水
に
送
り
意
見
を
求
め
る
。
碩
水
が
返
書
を
認
め
た
か
否
か
は
不

　
　
　
明
。
生
田
正
庵
は
自
ら
の
書
斎
を
「
魯
修
書
堂
」
と
命
名
し
、
東
正
堂
が
「
魯
修
書
室
記
」
を
撰
す
る
（
『
蔵
春
閣
文
稿
』
巻

　
　
　
五
所
収
。
大
正
元
年
一
月
作
）
。
二
生
田
正
庵
小
伝
」
）
。

　
　
　
「
拙
修
書
室
記
、
誠
に
学
者
に
親
切
と
存
候
．
鈍
漢
も
修
養
す
れ
ば
必
ず
し
も
鈍
漢
に
終
ら
ず
。
小
生
の
如
き
愚
中
の
愚
、

　
　
　
拙
中
の
拙
は
、
殊
更
困
勉
せ
ざ
る
可
ら
ず
し
て
、
困
勉
必
ず
其
効
な
し
と
せ
ざ
れ
ば
、
自
棄
の
病
も
自
然
に
治
候
事
と
存

　
　
　
候
。
拙
修
の
．
一
字
、
我
室
に
用
ひ
度
御
坐
候
。
先
賢
の
室
名
を
襲
用
す
る
は
不
都
合
に
候
や
。
御
示
教
御
願
申
候
」
（
卜
二

　
　
　
月
、
．
卜
．
日
）
。

○
宇
井
黙
斎
著
『
読
思
録
』
全
五
巻
『
続
録
』
全
二
巻
。
二
冊
。
書
写
。
「
明
治
四
十
二
年
」
と
あ
る
。
崎
門
文
庫
所
蔵
。
整
理
番

　
－
、
ノ
’
1
、
十
゜
し
∪

　
　
ー
ノ
　
　
　
ノ

一
九
一
〇
年
、
明
治
四
十
三
年
．
。
庚
戌
。
四
十
一
歳
。

○
、
、
．
月
。
中
村
楊
斎
に
つ
い
て
「
中
村
楊
斎
先
生
は
道
体
明
に
学
術
正
く
、
実
践
躬
行
、
正
統
な
る
朱
r
学
者
な
り
」
。
「
其
学
術
自

　
　
　
得
に
係
る
著
書
を
見
る
を
得
ざ
る
」
と
不
満
を
述
べ
て
、
果
し
て
「
真
儒
」
な
の
か
と
、
楠
本
碩
水
に
書
簡
を
送
っ
て
質
問

　
　
　
し
て
い
る
。
二
生
田
正
庵
小
伝
」
）

〇
四
月
。
生
田
正
庵
の
楠
本
碩
水
宛
返
書
「
崎
門
諸
儒
の
遺
書
は
細
密
親
切
、
殊
に
師
説
の
如
き
は
、
親
く
聴
講
の
感
有
之
候
。
先

　
　
　
儒
の
遺
墨
を
拝
す
る
に
其
音
容
に
接
す
る
心
地
仕
候
」
（
「
生
川
正
庵
小
伝
」
）

○
ト
一
月
二
ト
ビ
日
。
稲
葉
黙
斎
述
『
道
学
標
的
講
義
』
。
書
写
。
「
明
治
四
十
二
、
年
十
一
月
二
卜
七
日
写
之
。
元
楠
本
碩
水
先
生
蔵
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書
、
正
庵
学
人
」
と
あ
る
。
「
正
庵
学
人
」
の
方
印
。
「
正
庵
蔵
書
」
長
方
印
、
崎
門
文
庫
所
蔵
。
整
理
番
号
百
八
十
一
。

O
－
「
二
月
五
日
。
益
田
」
肱
軒
著
「
仲
r
語
録
』
全
五
巻
一
冊
。
書
写
．
、
「
明
治
四
卜
三
年
卜
二
月
五
日
写
了
。
但
第
一
巻
ハ
全
シ
。

　
　
　
以
下
巻
ハ
抜
粋
写
ナ
リ
。
元
本
ハ
六
冊
。
共
紙
数
百
枚
ア
リ
」
と
あ
る
。
崎
門
文
庫
所
蔵
。
整
理
番
号
百
六
十
八
。

一
九
一
一
年
。
明
治
四
十
四
年
。
辛
亥
。
四
十
二
歳
。

○
、
二
月
卜
六
1
1
。
金
子
霜
山
著
『
四
書
択
言
』
巻
五
六
。
論
語
第
一
冊
学
而
至
里
仁
、
書
写
。
裏
表
紙
「
四
十
四
年
三
月
十
六
日
夜

　
　
　
卜
時
終
」
と
あ
る
。
崎
門
文
庫
所
蔵
。
整
理
番
ロ
ゲ
ニ
ト
．
一
。

〇
三
月
、
一
十
五
日
．
．
金
子
霜
山
著
『
四
書
択
言
』
巻
七
八
。
論
語
第
二
冊
公
冶
長
至
泰
伯
。
書
写
。
裏
表
紙
「
四
十
四
年
三
月
二
十

　
　
　
五
H
夜
写
終
。
六
十
九
枚
」
と
あ
る
。
崎
門
文
庫
所
蔵
．
、
整
理
番
号
二
十
二
。

〇
四
月
十
．
、
、
日
。
金
r
霜
山
著
「
四
書
択
．
．
巳
巻
九
。
論
語
第
二
．
冊
先
進
。
書
写
。
裏
表
紙
「
三
卜
六
枚
。
四
月
十
二
、
口
終
」
と
あ

　
　
　
る
。
崎
門
文
庫
所
蔵
。
整
理
番
ロ
ゲ
．
．
十
、
．
，

〇
五
月
二
日
。
金
子
霜
山
著
「
四
書
択
言
』
巻
十
。
論
語
第
四
冊
顔
淵
子
路
検
憲
問
。
書
写
。
裏
表
紙
「
四
卜
四
年
五
月
二
日
終
」

　
　
　
と
あ
る
。
崎
門
文
庫
所
蔵
。
整
理
番
号
二
十
二
。

〇
五
月
六
日
．
金
子
霜
山
著
「
四
書
択
言
』
巻
卜
、
十
一
三
、
論
語
第
五
冊
衛
霊
公
至
h
莞
日
，
書
写
。
裏
表
紙
「
四
十
四
年
五
月
六
日

　
　
　
終
」
と
あ
る
。
崎
門
文
庫
所
蔵
。
整
理
番
号
．
一
ト
、
．
。

〇
五
月
十
口
。
金
子
霜
山
著
『
四
書
択
言
』
巻
卜
三
卜
四
。
．
孟
子
第
↓
冊
梁
恵
E
卜
下
．
．
書
写
．
「
四
卜
四
年
五
月
十
H
終
」
と
あ

　
　
　
る
、
崎
門
文
庫
所
蔵
。
整
理
番
号
二
十
一
．

〇
五
月
一
、
十
一
口
、
金
子
霜
山
著
『
四
書
択
．
言
』
巻
卜
五
十
八
．
孟
ヂ
第
一
．
冊
公
孫
丑
上
ド
、
膝
文
公
上
下
。
書
写
。
「
五
月
二
十

　
　
　
一
日
終
」
と
あ
る
、
崎
門
文
庫
所
蔵
．
整
理
番
n
ゲ
ニ
ト
．
、

159 ’t　F＋1］1　L奄t1　／t酋輻6



〇
五
月
．
．
卜
七
日
．
金
r
霜
山
著
『
四
書
択
．
．
口
』
巻
卜
九
至
、
、
十
一
。
孟
r
第
．
．
，
冊
離
婁
ヒ
ド
、
万
章
ヒ
ド
。
書
写
。
「
．
、
卜
七
日

　
　
　
終
」
と
あ
る
。
崎
門
文
庫
所
蔵
。
整
理
番
号
一
．
十
一
。

○
⊥
ハ
日
”
、
．
．
日
。
金
乙
」
霜
山
著
『
…
四
女
n
択
．
て
ー
－
』
巻
．
一
十
一
、
至
、
一
卜
四
‥
。
，
克
之
」
第
…
四
冊
…
生
日
五
」
卜
h
ド
。
垂
日
写
・
．
「
㎜
四
卜
－
…
四
年
」
ハ
月
．
．
一
日
写
終
」

　
　
　
と
あ
る
。
崎
門
文
庫
所
蔵
。
整
理
番
号
一
、
十
．
。

〇
六
月
L
n
，
金
子
霜
山
著
『
四
書
択
言
』
巻
二
十
五
至
二
十
六
．
孟
子
第
五
冊
尽
心
ト
ド
。
書
写
。
「
明
治
四
十
四
年
六
月
ヒ
ロ

　
　
　
写
終
」
と
あ
る
。
崎
門
文
庫
所
蔵
。
整
理
番
n
ゲ
、
，
ト
一
．

〇
八
月
一
日
。
「
復
正
堂
先
生
書
」
付
「
正
堂
評
」
。
『
陽
明
学
』
．
．
一
十
四
号
（
明
治
四
十
四
年
八
月
一
日
刊
）

〇
九
月
ト
し
日
．
金
r
霜
山
著
『
易
学
啓
蒙
纂
略
』
全
四
巻
．
．
，
冊
。
ヒ
中
巻
筆
写
、
中
巻
裏
に
「
明
治
四
r
四
年
九
月
ト
じ
1
1
写

　
　
　
終
」
と
あ
る
。
崎
門
文
庫
所
蔵
。
整
理
番
号
五
十
八
。

〇
九
月
．
、
卜
．
、
H
、
金
了
霜
山
著
『
易
学
啓
蒙
纂
略
』
ド
巻
を
筆
写
。
ド
巻
裏
表
紙
に
「
四
卜
四
年
九
月
、
、
卜
二
日
」
と
あ
る
。
崎

　
　
　
門
文
庫
所
蔵
。
整
理
番
号
五
卜
八
。

〇
九
月
，
．
†
七
目
。
金
子
霜
山
著
『
周
易
本
義
纂
要
』
巻
一
。
書
写
。
「
四
十
四
年
九
月
、
一
十
七
日
終
」
と
あ
る
。
崎
門
文
庫
所

　
　
　
蔵
．
整
理
番
ロ
ゲ
百
卜
L
。

〇
九
月
三
十
日
。
金
子
霜
山
著
「
周
易
本
義
纂
要
』
巻
二
。
書
写
。
「
四
十
四
年
九
月
三
十
日
終
」
と
あ
る
。
崎
門
文
庫
所
蔵
。
整

　
　
　
理
番
ロ
ゲ
百
卜
七
。

○
卜
月
一
口
。
「
里
見
無
声
君
説
『
逆
境
に
庭
す
る
思
念
法
』
評
論
」
（
本
誌
第
三
十
四
号
雑
録
欄
参
照
）
。
『
陽
明
学
』
．
二
十
六
号
（
明

　
　
　
治
四
卜
四
年
卜
月
一
日
刊
）

○
卜
月
．
、
．
日
。
金
r
霜
山
著
『
周
易
本
義
纂
要
』
巻
三
．
書
写
。
「
四
卜
四
年
卜
月
三
H
終
」
と
あ
る
。
崎
門
文
庫
所
蔵
。
整
理
番
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号
百
ト
ヒ
。

○
卜
月
六
日
。
金
子
霜
山
著
『
周
易
本
義
纂
要
』
巻
四
。
書
写
。
「
四
十
四
年
十
月
⊥
ハ
日
終
」
と
あ
る
。
崎
門
文
庫
所
蔵
。
整
理
番

　
　
　
号
百
十
七
。

〇
十
月
（
七
～
ト
一
）
日
。
金
子
霜
山
著
「
周
易
本
義
纂
要
』
巻
κ
。
書
写
。
崎
門
文
庫
所
蔵
。
整
理
番
号
百
卜
七
。

〇
十
月
十
二
H
。
金
了
霜
山
著
『
周
易
本
義
纂
要
』
巻
六
。
書
写
。
「
四
十
四
年
十
月
十
二
口
」
と
あ
る
。
崎
門
文
庫
所
蔵
。
整
理

　
　
　
番
号
百
L
l
七
。

〇
十
月
二
十
一
日
。
金
子
霜
山
著
『
周
易
本
義
纂
要
』
巻
七
。
書
写
。
「
四
十
四
年
卜
月
一
、
ト
一
日
終
」
と
あ
る
。
崎
門
文
庫
所

　
　
　
蔵
。
整
理
番
号
百
十
ヒ
．

○
卜
月
．
，
十
四
日
。
金
r
霜
山
著
『
周
易
本
義
纂
要
』
巻
九
至
卜
，
　
書
写
。
「
四
卜
四
年
卜
月
．
．
「
四
日
」
と
あ
る
。
崎
門
文
庫

　
　
　
所
蔵
。
整
理
番
号
百
十
七
。

○
ト
一
．
月
卜
四
H
。
月
田
蒙
斎
著
「
蒙
斎
先
生
遺
書
』
　
一
冊
、
書
写
、
．
「
明
治
辛
亥
十
一
．
月
卜
四
日
以
碩
水
先
生
自
筆
之
本
写
之
。

　
　
　
正
庵
生
川
願
貞
」
と
あ
る
。
「
願
貞
生
印
」
「
正
庵
」
方
印
、
「
正
庵
蔵
書
」
長
方
印
。
崎
門
文
庫
所
蔵
。
整
理
番
ロ
ゲ
．
一
百

　
　
　
ヒ
。

○
楠
本
碩
水
に
書
簡
を
送
り
「
博
聞
約
礼
」
の
所
信
を
の
べ
て
教
示
を
乞
う
，
二
生
川
正
庵
小
伝
」
）

．
九
，
．
．
年
。
明
治
四
卜
五
年
，
壬
r
．
四
卜
．
．
．
歳
、

〇
七
月
三
十
日
。
「
大
正
」
に
改
元
。

〇
九
月
二
口
。
楠
本
碩
水
著
「
随
得
録
』
巻
乾
、
書
写
，
末
葉
に
「
大
正
元
年
九
月
二
日
写
終
」
と
あ
る
。
崎
門
文
庫
所
蔵
。
整
理

　
　
　
番
…
ロ
ゲ
、
．
百
三
L
l
L
し
。
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O
r
一
月
十
一
日
に
針
生
島
に
楠
本
碩
水
を
再
訪
問
。
十
一
月
十
八
日
に
辞
去
。
（
『
碩
水
日
記
』
）
。

O
卜
、
月
、
、
ト
一
、
目
。
楠
本
宛
礼
状
が
届
く
「
御
教
話
謹
聴
候
時
は
、
何
と
な
く
愉
快
を
覚
へ
、
終
に
永
滞
留
と
相
成
恐
縮
の
至
に

　
　
　
候
」
を
送
る
。
（
「
生
田
正
庵
小
伝
」
）

○
ト
一
月
、
一
十
五
口
。
楠
本
正
翼
が
生
田
正
庵
に
書
簡
を
送
る
。
楠
本
家
の
人
々
の
好
意
で
先
儒
の
軸
幅
を
入
手
す
る
。
二
生
田
正

　
　
　
庵
小
伝
」
）

〇
十
、
一
月
一
．
卜
七
n
。
根
岸
行
蔵
著
『
根
岸
先
生
一
件
録
』
。
書
写
、
「
根
崖
先
生
一
件
録
一
、
冊
。
借
楠
本
正
翼
君
之
蔵
本
而
写
。
大

　
　
　
正
元
年
十
一
．
月
念
ヒ
ロ
．
．
正
庵
学
人
」
と
あ
る
。
崎
門
文
庫
所
蔵
。
整
理
番
ロ
ゲ
百
九
十
五
。

〇
十
、
一
月
一
、
，
十
一
日
。
大
塚
退
野
（
孚
斎
）
著
「
退
野
先
生
遺
稿
』
。
書
写
。
巻
末
に
「
退
野
先
生
遺
稿
一
冊
。
借
楠
本
君
翔
氏
之

　
　
　
蔵
本
而
写
之
。
但
此
書
有
別
本
。
孚
斎
存
稿
。
其
此
書
。
詳
略
不
同
云
。
大
正
元
年
朧
月
晦
日
。
正
庵
生
田
願
貞
」
「
願
貞

　
　
　
生
印
」
「
正
庵
」
方
印
。
「
正
庵
蔵
書
」
長
方
印
。
崎
門
文
庫
所
蔵
。
整
理
番
号
百
六
卜
六
。

．
九
．
．
．
、
年
。
大
．
止
，
．
年
。
癸
丑
．
四
卜
四
歳
。

〇
五
月
七
n
。
楠
本
碩
水
に
「
存
養
」
論
を
送
る
。
（
「
生
田
正
庵
小
伝
」
）

　
　
　
「
居
敬
存
養
の
工
夫
は
甚
だ
難
く
、
強
て
意
を
川
ゆ
れ
ば
、
究
屈
に
て
滋
味
な
く
、
我
と
我
が
身
を
苦
め
る
は
、
徒
に
静
坐

　
　
　
と
か
主
一
無
適
と
か
の
文
字
に
な
つ
ん
で
、
其
の
静
坐
た
る
主
意
と
、
主
一
無
適
の
主
一
無
適
た
る
主
意
が
明
ら
か
な
ら
ぬ

　
　
　
故
と
存
候
。
静
坐
と
云
ひ
、
主
一
無
適
と
云
は
、
其
放
心
し
て
目
に
物
を
見
れ
ば
、
美
の
為
に
心
動
き
、
耳
に
声
を
聞
け

　
　
　
ば
、
淫
声
に
流
れ
、
其
外
種
々
外
物
に
接
す
る
毎
に
、
内
心
の
本
領
を
失
ふ
者
の
為
に
せ
る
「
夫
な
る
事
を
知
る
べ
き
な

　
　
　
り
。
静
坐
し
て
徒
ら
に
静
か
な
ら
ん
と
せ
ば
、
心
益
々
散
り
、
主
一
無
適
な
ら
ん
と
せ
ば
、
心
益
々
四
方
に
渡
り
、
中
々
真

　
　
　
の
静
坐
主
一
に
な
り
難
き
は
、
心
の
習
ひ
な
り
。
敬
の
」
夫
は
、
有
事
無
事
共
に
心
の
本
領
に
立
ち
帰
る
事
な
り
。
己
れ
の
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本
領
の
心
底
に
立
ち
帰
り
み
れ
ば
、
外
馳
の
心
猿
意
馬
も
去
て
、
自
然
に
静
坐
に
な
る
と
存
候
。
本
心
に
立
ち
帰
り
見
れ

　
　
　
ば
、
自
ら
心
の
本
領
を
欺
む
く
病
も
う
せ
て
、
外
物
の
為
に
心
も
動
さ
れ
ず
し
て
、
能
く
定
る
と
き
は
、
動
も
亦
静
な
り
。

　
　
　
何
ぞ
川
中
に
静
坐
し
て
坐
禅
観
念
の
法
に
陥
ら
ん
や
．
要
す
る
に
静
坐
は
、
外
馳
し
て
白
ら
心
を
欺
き
を
る
を
収
敏
し
て
、

　
　
　
放
心
を
求
む
る
法
な
り
，
放
心
を
求
む
れ
ば
、
自
ら
道
に
人
り
、
返
身
而
誠
な
り
。
」

　
　
　
こ
の
「
存
養
」
論
に
対
す
る
楠
本
碩
水
の
評
語
は
次
の
通
り
．

　
　
　
「
大
概
得
之
。
朱
r
日
、
壁
如
梨
柿
生
時
酸
渋
喫
不
得
、
熟
後
n
是
一
段
可
X
。
相
去
大
遠
。
日
ハ
在
熟
與
不
熟
之
間
。
然
則

　
　
　
存
養
亦
在
熟
之
而
已
突
」
（
「
生
田
正
庵
小
伝
」
）

〇
九
月
二
日
。
楠
本
正
翼
、
生
田
正
庵
宛
書
簡
．
、
二
生
田
正
庵
小
伝
」
）

　
　
　
「
正
堂
翁
澤
潟
会
に
出
席
の
為
、
御
ド
向
相
成
申
候
由
、
如
何
の
景
況
に
や
、
頃
者
、
友
人
東
京
よ
り
帰
省
相
咄
中
に
、
陽

　
　
　
明
学
会
も
梢
資
金
欠
乏
ら
し
き
模
様
の
由
、
果
し
て
然
ら
ば
陛
…
困
候
事
と
存
候
。
但
会
の
業
務
即
雑
誌
編
集
に
全
力
を
注

　
　
　
ぎ
、
復
た
飴
力
の
自
修
に
及
ぶ
な
き
有
様
も
聞
き
申
候
、
可
惜
事
に
御
坐
候
」

○
ト
一
月
十
五
日
．
平
野
深
淵
著
『
程
易
夜
話
・
程
易
雑
話
』
全
．
、
巻
．
冊
，
書
写
、
「
大
正
．
一
年
十
↓
月
十
五
口
写
之
。
正
庵
学

　
　
　
人
」
と
あ
る
。
「
止
庵
蔵
書
」
長
方
印
。
崎
門
文
庫
所
蔵
。
整
理
番
号
百
七
十
、
、
一
。

〇
十
二
月
十
日
。
大
橋
訥
庵
著
『
訥
庵
先
生
和
臆
』
。
書
写
．
「
訥
庵
先
生
與
楠
本
端
山
先
生
和
憤
三
通
。
楠
本
君
翔
氏
謄
写
以
見

　
　
　
贈
、
　
一
読
其
益
不
少
。
可
珍
蔵
也
。
大
正
．
一
年
卜
．
．
月
卜
日
　
正
庵
識
」
と
あ
る
．
「
正
庵
」
方
印
。
「
正
庵
蔵
書
」
長
方

　
　
　
印
。
崎
門
文
庫
所
蔵
。
整
理
番
号
百
九
十
。

一
九
一
四
年
。
大
正
．
．
．
年
。
甲
寅
、
．
四
十
五
歳

〇
二
月
十
一
n
。
桜
田
虎
門
著
『
論
語
難
章
講
義
』
，
．
、
冊
。
書
写
。
巻
末
に
「
論
語
難
章
講
義
，
、
，
冊
、
大
正
、
、
．
年
二
月
卜
一
日
始
．
．
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同
、
一
、
月
十
七
日
写
終
」
と
あ
る
。
同
文
が
末
葉
遊
紙
に
あ
る
、
崎
門
文
庫
所
蔵
。
整
理
番
号
二
百
三
十
。

○
．
、
，
月
．
中
村
蘭
林
著
『
通
書
解
翼
義
』
全
二
巻
，
冊
。
書
写
。
「
借
楠
本
正
翼
氏
之
蔵
本
。
使
某
写
之
。
大
正
．
、
、
年
，
．
．
月
。
正
庵

　
　
　
学
人
」
と
あ
る
。
崎
門
文
庫
所
蔵
。
整
理
番
号
百
七
ト
ニ
。

〇
四
月
五
日
。
『
若
林
強
斎
先
生
雑
記
』
。
書
写
。
巻
末
に
「
右
当
舎
修
斎
所
記
強
斎
先
生
語
録
。
借
西
肥
楠
本
君
翔
氏
蔵
書
而
写

　
　
　
之
。
大
正
．
。
．
年
四
月
五
日
。
正
庵
学
人
生
田
．
願
貞
」
と
あ
る
。
「
正
庵
」
方
印
。
「
正
庵
蔵
書
」
長
方
印
。
崎
門
文
庫
所
蔵
。

　
　
　
整
理
番
号
二
百
三
十
五
。

〇
四
月
十
日
。
『
諸
老
遺
文
集
』
。
書
写
。
「
大
正
三
年
四
月
十
日
写
終
」
と
あ
る
。
「
正
庵
蔵
書
」
長
方
印
。
「
正
庵
学
人
」
方
印
。

　
　
　
崎
門
文
庫
所
蔵
。
整
理
番
ロ
ゲ
．
白
二
．
卜
。

〇
四
月
十
四
日
。
『
諸
老
文
録
』
。
書
写
。
「
大
正
三
年
四
月
卜
四
日
。
正
庵
」
と
あ
る
。
顧
問
文
庫
所
蔵
。

〇
六
月
一
日
。
「
致
良
知
の
説
」
（
正
堂
点
評
）
。
『
陽
明
学
』
六
卜
八
号
（
大
正
．
．
．
年
六
月
一
日
刊
）

〇
八
月
七
H
。
東
正
堂
が
鹿
児
島
訪
問
の
帰
途
、
針
生
島
に
楠
本
碩
水
を
訪
問
。
正
翼
の
指
示
で
楠
本
正
継
が
船
で
迎
え
る
。
東
正

　
　
　
堂
の
．
碩
水
而
謁
の
場
に
碩
水
・
正
翼
・
正
継
同
席
か
。

〇
八
月
八
目
。
東
正
堂
は
楠
本
正
翼
氏
宅
に
宿
泊
。

〇
八
月
ト
一
日
。
東
正
堂
は
楠
本
碩
水
先
生
に
辞
去
す
る
。
針
生
で
の
碩
水
と
の
会
談
中
に
生
田
正
庵
が
ヒ
京
す
る
こ
と
が
話
題
に

　
　
　
な
る
。
二
東
正
堂
年
譜
稿
」
「
生
田
正
庵
小
伝
」
）

〇
八
月
卜
六
1
1
．
晩
刻
、
東
正
堂
は
姫
路
よ
り
播
但
線
で
福
崎
駅
に
ド
車
。
田
原
村
に
生
川
正
庵
を
訪
問
。
生
田
正
庵
は
執
礼
極

　
　
　
恭
。
学
問
の
道
を
商
量
す
る
。
東
正
堂
は
二
宿
。
後
養
父
郡
宿
南
に
青
渓
書
院
訪
問
。
（
「
東
正
堂
年
譜
稿
」
）

〇
九
月
二
日
。
楠
本
止
翼
、
生
田
正
庵
に
「
あ
な
た
の
良
知
説
は
、
正
堂
翁
も
深
く
感
じ
入
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
」
と
書
き
送
る
。
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二
生
川
正
庵
小
伝
」
）
。
「
あ
な
た
の
良
知
説
」
と
は
『
陽
明
学
』
六
十
八
号
所
載
の
「
致
良
知
の
説
」
の
こ
と
か
。

一
九
一
五
年
。
大
正
四
年
。
乙
卯
。
四
十
六
歳
。

〇
一
月
十
八
日
。
楠
本
碩
水
が
『
随
得
録
』
巻
坤
を
生
川
正
庵
に
寄
送
し
て
謄
写
を
依
頼
す
る
。
「
随
得
録
』
巻
坤
の
末
葉
に
「
大

　
　
　
正
四
年
一
月
十
八
口
。
寄
来
其
稿
本
属
謄
写
．
、
余
別
写
本
蔵
之
。
存
其
削
除
者
。
唯
欲
見
其
得
失
痕
跡
耳
」
と
あ
る
。
崎
門

　
　
　
文
庫
所
蔵
。
整
理
番
号
、
一
．
白
三
十
七
。

〇
二
月
七
日
。
楠
本
碩
水
著
『
随
得
録
』
乾
坤
、
，
冊
。
書
写
識
語
。
巻
乾
末
葉
に
「
大
正
元
年
九
月
二
日
写
終
」
と
あ
る
。
巻
坤
末

　
　
　
葉
に
「
大
正
四
年
一
月
卜
八
［
。
先
生
寄
来
其
稿
本
属
謄
写
。
余
別
写
本
蔵
之
。
存
其
削
除
者
。
唯
欲
見
其
得
失
之
痕
跡

　
　
　
耳
。
大
正
四
年
二
月
な
の
か
。
正
庵
学
人
識
」
と
あ
る
．
「
正
庵
」
方
印
。
崎
門
文
庫
所
蔵
。
整
理
番
号
二
百
三
十
七
。

　
　
　
（
「
崎
門
文
庫
目
録
」
に
不
掲
載
）
。

〇
四
月
一
日
。
「
朱
工
致
知
格
物
説
」
付
「
正
堂
先
生
批
」
。
「
陽
明
学
』
ヒ
十
八
号
（
人
正
四
年
四
月
，
日
刊
）

〇
四
月
九
日
。
稲
葉
迂
斎
著
「
迂
斎
先
生
続
和
書
集
』
全
五
巻
善
五
冊
。
筆
写
。
巻
末
に
「
大
正
四
年
四
月
九
日
」
表
表
紙
表
に

　
　
　
「
正
庵
朱
批
」
と
あ
る
。
崎
門
文
庫
所
蔵
、
整
理
番
号
五
卜
六
、

〇
九
月
一
日
。
「
朱
王
致
知
格
物
説
（
承
前
）
」
付
「
正
堂
再
批
」
。
『
陽
明
学
』
七
卜
九
号
（
大
正
四
年
九
月
．
日
刊
）

〇
十
二
月
一
日
。
「
題
雑
誌
陽
明
学
合
冊
首
（
大
正
四
年
十
月
十
n
。
生
田
正
庵
識
）
」
、
「
陽
明
学
』
八
十
六
号
（
大
正
四
年
十
二
月
一

　
　
　
日
刊
）

○
こ
の
年
の
暮
れ
に
岡
彪
村
と
面
識
を
獲
る
。
岡
彪
村
が
正
庵
没
後
遺
文
の
選
集
刊
行
の
労
を
と
る
。
二
生
田
正
庵
小
伝
」
）

一
九
一
六
年
。
大
正
五
年
。
．
丙
辰
。
四
卜
七
歳
．

〇
二
月
。
楠
本
正
翼
、
生
田
正
庵
あ
て
書
簡
。
岡
彪
村
は
詩
文
に
長
じ
て
は
い
る
が
、
心
性
理
気
の
こ
と
に
は
遺
憾
な
点
が
少
な
く
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な
か
っ
た
が
、
近
年
来
学
問
が
長
進
し
て
き
た
。
二
生
田
正
庵
小
伝
」
）

〇
五
月
，
日
。
「
四
言
教
四
無
四
有
の
説
」
付
「
正
3
2
評
」
，
『
陽
明
学
』
九
卜
一
n
び
（
大
正
五
年
五
月
．
日
刊
）

〇
五
月
。
生
田
正
庵
、
楠
本
碩
水
に
書
簡
を
送
る
．
、
（
「
生
田
正
庵
小
伝
」
）
。

　
　
　
「
謹
啓
。
過
日
は
御
手
教
恭
拝
見
仕
候
。
承
れ
ば
昨
年
以
来
の
御
病
気
は
御
全
快
に
て
、
庭
前
の
御
歩
行
も
被
遊
候
は
、
大

　
　
　
慶
に
奉
存
候
。
夫
に
付
て
御
一
眼
失
明
御
執
筆
御
不
自
由
の
由
、
残
念
の
至
に
奉
存
候
。
是
迄
も
愚
書
呈
し
御
示
教
も
御
願

　
　
　
申
度
存
候
へ
共
、
御
衰
弱
被
遊
候
折
柄
、
御
無
礼
と
存
じ
等
閑
附
、
且
御
見
舞
も
不
申
ヒ
万
謝
候
。
寸
志
一
封
以
為
替
御
見

　
　
　
舞
口
E
ヒ
申
度
、
御
笑
納
可
被
下
候
。
拝
。

　
　
　
申
も
恐
入
候
事
に
存
候
へ
共
、
先
生
に
は
極
老
の
域
に
達
せ
ら
れ
候
上
、
御
病
後
の
事
な
れ
ば
御
示
教
に
預
る
事
は
最
早
叶

　
　
　
ひ
間
敷
と
思
へ
ば
、
残
念
の
至
に
存
候
。
今
一
応
拝
顔
を
得
度
は
万
々
な
れ
ど
も
、
家
庭
ヒ
左
様
に
も
参
り
兼
、
遺
憾
此
事

　
　
　
に
存
候
。
夫
に
付
て
は
種
々
申
上
度
事
も
不
少
、
且
御
願
申
上
度
も
存
候
事
柄
も
有
之
候
も
、
今
更
申
上
る
も
恐
れ
多
く
、

　
　
　
何
れ
後
便
に
申
ヒ
度
存
候
。
時
ド
御
自
重
専
一
に
奉
祈
候
。
」

　
　
　
こ
の
書
簡
の
封
筒
に
楠
本
碩
水
は
「
返
事
入
用
」
と
記
入
。
送
付
さ
れ
た
か
否
か
は
不
明
。
こ
の
年
の
十
二
月
二
十
三
日
に

　
　
　
楠
本
碩
水
は
逝
去
す
る
。
二
生
田
正
庵
小
伝
」
）

〇
五
月
二
十
六
日
。
吉
村
秋
陽
著
「
格
致
謄
議
』
附
大
橋
池
田
三
先
生
往
復
三
書
。
筆
写
。
巻
末
葉
に
「
大
正
五
年
五
月
⊥
ハ
日
正
庵

　
　
　
写
」
と
あ
る
。

〇
六
月
一
日
。
「
四
、
言
教
四
無
四
有
説
（
承
前
）
」
付
「
正
堂
評
」
。
『
陽
明
学
』
九
十
二
号
（
大
正
五
年
六
月
一
H
刊
）

〇
六
月
一
日
。
松
村
卓
之
助
「
応
生
田
子
之
需
寄
題
其
魯
修
斎
」
二
陽
明
学
』
九
卜
二
n
ゲ
。
人
正
五
年
六
月
、
n
刊
）

〇
六
月
六
日
。
最
双
江
著
『
双
江
先
生
困
勉
録
・
羅
洪
先
批
註
』
全
八
巻
、
書
写
。
「
大
正
五
年
六
月
六
日
。
正
庵
写
」
と
あ
る
。
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巻
末
に
朱
書
「
讐
江
先
生
之
学
具
於
此
。
当
時
此
書
之
出
。
同
門
頗
有
議
論
。
然
予
謂
陽
明
先
生
要
旨
。
先
生
却
能
得
之
。

　
　
　
先
生
可
謂
真
能
学
陽
明
先
生
者
。
本
邦
藤
樹
先
生
学
大
似
之
。
昭
和
己
巳
五
月
三
U
閲
～
識
。
七
十
翁
正
堂
敬
治
順
甫
氏
」

　
　
　
と
あ
る
。
「
昭
和
己
巳
」
は
昭
和
四
年
。
東
敬
治
七
卜
歳
。
崎
門
文
庫
所
蔵
。
整
理
番
号
百
四
卜
八
。

〇
八
月
一
日
。
幸
田
誠
之
著
『
幸
田
先
生
語
録
・
続
編
』
全
三
巻
一
冊
。
書
写
。
巻
末
に
「
幸
田
先
生
ハ
野
田
剛
斎
（
直
方
門
人
）

　
　
　
之
門
人
也
。
名
誠
之
。
晩
改
精
義
．
称
善
．
善
太
郎
．
大
正
五
年
八
月
一
日
，
借
楠
本
正
翼
氏
之
蔵
本
而
使
某
写
之
。
正
庵

　
　
　
蔵
」
と
あ
る
。
崎
門
文
庫
所
蔵
。
整
理
番
号
二
百
十
八
。

〇
十
月
一
日
。
「
陽
明
学
第
九
十
一
号
四
無
四
有
説
評
語
質
疑
」
付
「
正
堂
再
評
」
．
『
陽
明
学
』
九
十
五
号
（
大
正
五
年
r
月
、
1
1

　
　
　
刊
）

〇
十
一
月
一
日
。
「
誠
意
説
」
付
「
正
堂
評
」
。
『
陽
明
学
』
九
十
六
号
（
大
正
五
年
十
一
月
一
日
刊
）

○
卜
．
一
月
二
L
L
，
．
日
。
楠
本
碩
水
逝
去
。

一
九
一
ヒ
年
．
、
大
正
六
年
。
丁
己
。
四
r
八
歳
。

〇
一
月
卜
九
日
。
大
塚
久
成
編
『
紫
陽
言
仁
要
録
』
。
書
写
，
「
大
正
六
年
一
月
ト
有
九
n
写
之
。
正
庵
格
」
と
あ
る
。
崎
門
文
庫
所

　
　
　
蔵
。
整
理
番
号
百
二
十
ヒ
。

〇
二
月
二
十
、
一
日
。
胡
居
仁
著
『
文
敬
胡
先
生
集
』
巻
一
。
書
写
。
「
大
正
六
年
二
月
念
二
日
写
。
正
庵
学
人
」
と
あ
る
。
崎
門
文

　
　
　
庫
所
蔵
。
整
理
番
号
，
、
百
。

〇
五
月
二
十
七
日
。
陽
明
学
会
清
遊
会
で
「
陽
明
学
に
つ
い
て
の
所
感
」
に
つ
い
て
講
演
。
会
場
は
麻
布
六
本
木
町
深
広
寺
・
佐
藤

　
　
　
一
斎
先
生
の
菩
提
所
，
生
出
太
癖
氏
の
代
役
。
こ
の
時
の
講
演
内
容
が
『
陽
明
学
』
百
五
号
掲
載
の
「
陽
明
学
研
究
に
つ
い

　
　
　
て
」
。
生
田
正
庵
は
こ
の
五
月
に
ヒ
京
し
た
の
か
。
「
私
は
f
堂
先
生
と
は
師
弟
の
関
係
あ
り
て
、
早
く
よ
り
此
の
陽
明
学
会
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に
人
り
ま
し
て
、
諸
君
の
御
説
も
雑
談
（
誌
）
ト
で
拝
見
し
て
楽
ん
で
居
り
ま
し
た
が
、
此
御
当
地
へ
参
り
ま
し
て
、
今
日

　
　
　
此
度
清
遊
会
で
諸
君
の
御
目
に
懸
り
ま
す
の
は
誠
に
愉
快
に
存
じ
ま
す
」
二
陽
明
学
研
究
に
つ
い
て
」
冒
頭
，
）
朱
r
学
の
弊

　
　
　
害
を
述
べ
、
更
に
陽
明
学
と
い
う
看
板
を
掛
け
て
E
陽
明
の
学
説
を
学
ぶ
よ
う
で
は
腐
儒
無
用
学
で
あ
る
か
ら
、
「
本
心
に

　
　
　
学
ぶ
」
と
い
う
王
陽
明
・
E
龍
渓
の
原
点
に
帰
れ
と
．
ぽ
う
，
心
学
の
再
建
を
訴
え
る
．

〇
八
月
、
日
．
「
陽
明
学
研
究
に
就
て
」
。
『
陽
明
学
』
百
五
号
（
大
正
六
年
八
月
一
日
刊
）

○
卜
．
一
月
．
日
。
「
．
正
r
尽
心
首
章
の
説
」
。
『
陽
明
学
』
百
八
号
（
大
正
六
年
卜
二
月
．
日
刊
）

一
九
一
八
年
。
大
正
七
年
。
戊
午
。
四
卜
九
歳
。

〇
五
月
一
H
。
「
並
口
悪
の
標
準
」
。
『
陽
明
学
』
百
十
三
号
（
大
正
七
年
五
月
、
日
刊
）

〇
六
月
．
日
「
泣
口
悪
の
標
準
・
（
承
前
）
」
。
「
陽
明
学
』
　
1
7
十
四
号
（
人
正
ヒ
年
六
月
一
日
刊
）

〇
九
月
十
日
。
楠
本
正
翼
、
生
田
正
庵
に
書
簡
を
送
る
。
二
生
田
正
庵
小
伝
」
）

　
　
　
「
賢
台
致
良
知
詮
義
な
る
御
著
述
有
之
趣
、
愈
々
御
研
精
感
人
候
。
し
か
し
致
良
知
は
畢
竜
言
詮
ヒ
の
穿
繋
に
あ
ら
ず
し

　
　
　
て
、
体
之
身
実
行
す
る
が
本
意
に
て
、
致
良
知
理
屈
は
已
に
明
々
白
々
、
今
更
詮
義
の
必
要
も
無
之
と
存
候
。
如
何
。
」

○
卜
．
、
月
、
日
、
「
良
知
未
発
巳
発
工
夫
論
」
。
『
陽
明
学
』
百
十
九
n
ゲ
（
大
正
ヒ
年
卜
．
、
月
、
．
、
卜
．
目
刊
）

．
九
一
九
年
。
大
正
八
年
。
己
未
。
五
十
歳
。

〇
五
月
一
日
。
「
得
庵
翁
和
蹟
拉
正
堂
先
生
附
言
後
」
。
『
陽
明
学
』
百
二
十
四
い
ゲ
（
大
正
八
年
五
月
．
H
刊
）
。

　
　
　
「
得
庵
翁
和
横
拉
正
堂
先
生
附
言
」
は
『
王
学
雑
誌
』
二
巻
卜
号
（
明
治
四
卜
年
十
二
月
卜
五
口
刊
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
「
故
r
爵
鳥
尾
得
庵
翁
手
翰
」
の
発
信
日
は
五
月
二
十
一
n
。
鳥
尾
得
庵
。
本
名
は
小
弥
太
。
萩
の
人
。
弘
化
四
年
（
一
八

　
　
　
四
L
年
）
ー
明
治
二
、
卜
八
年
（
，
九
〇
五
年
）
。
享
年
五
十
九
．
．
（
鳥
尾
光
は
嗣
r
。
東
f
堂
の
『
E
学
雑
誌
』
『
陽
明
学
』
の
有
力
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会
員
。
得
庵
の
統
、
学
社
を
継
承
，
曽
田
文
甫
が
支
え
る
）
．

〇
五
月
二
卜
五
日
。
東
正
堂
、
生
田
正
庵
宛
書
簡
。
二
生
田
正
庵
小
伝
」
）

　
　
　
「
先
書
今
書
共
に
人
手
。
（
雑
誌
陽
明
学
に
の
せ
る
）
原
稿
何
に
て
も
よ
し
。
精
々
御
届
被
下
。
儒
仏
分
界
論
最
佳
。
会
員
中

　
　
　
大
半
有
髪
僧
多
し
。
御
論
是
非
入
用
に
被
存
候
。
鐸
津
文
集
御
手
に
入
ら
ざ
り
し
と
の
事
、
遺
憾
な
り
。
猶
仏
法
金
湯
録
は

　
　
　
御
存
知
な
る
か
〔
中
々
振
ひ
た
る
文
筆
を
以
て
儒
を
そ
し
り
、
（
原
注
、
最
も
朱
r
）
仏
を
弁
護
せ
る
も
の
、
先
子
（
澤
潟
を

　
　
　
指
す
）
の
写
本
を
所
持
す
。
人
御
覧
て
も
よ
し
，
心
の
奥
底
（
の
）
書
是
非
一
読
仕
度
。
石
井
（
平
太
）
翁
演
説
筆
記
は
御

　
　
　
説
の
通
り
に
て
宜
候
問
、
是
は
来
月
五
H
ま
で
に
出
来
れ
ば
都
合
よ
ろ
し
。
今
日
或
は
貴
君
も
来
る
か
と
も
存
候
処
、
岡
山

　
　
　
県
（
山
田
）
方
谷
先
生
高
弟
の
岡
本
魏
と
申
す
老
人
、
同
志
川
村
経
山
来
談
中
突
然
来
訪
、
三
人
鼎
坐
学
談
頗
面
白
、
心
中

　
　
　
重
々
貴
君
な
き
を
憾
み
申
候
。
鯨
は
後
に
可
申
ヒ
。
柳
御
返
事
ま
で
。
」

〇
六
月
一
ロ
。
「
蔵
春
閣
記
」
。
『
陽
明
学
』
百
二
十
五
号
（
大
正
八
年
六
月
一
H
刊
）

〇
六
月
一
H
。
「
贈
某
氏
和
憤
」
．
『
陽
明
学
』
百
二
十
五
号
（
大
正
八
年
六
月
一
H
刊
）

○
ヒ
月
．
日
。
「
佛
の
無
明
起
因
を
論
ず
」
。
「
陽
明
学
』
百
．
．
卜
六
号
（
大
正
八
年
」
月
一
日
刊
）

〇
八
月
。
東
正
堂
、
生
旧
正
庵
宛
葉
書
（
生
田
家
蔵
）
二
生
川
正
庵
小
伝
」
）
。
楠
本
正
継
が
東
京
大
学
に
進
学
し
東
家
生
田
家
に
出
入

　
　
　
り
す
る
．

　
　
　
「
易
講
義
の
事
、
昨
日
繋
辞
伝
と
申
し
た
る
も
、
正
継
な
ど
で
は
、
こ
れ
ま
で
ま
る
で
素
養
あ
る
ま
じ
け
れ
ば
、
乾
坤
．
一
卦

　
　
　
を
先
ず
講
じ
た
の
ち
に
繋
辞
伝
を
聞
か
ね
ば
、
丸
で
分
ら
ぬ
こ
と
と
な
る
べ
し
。
因
て
先
ず
乾
坤
二
卦
と
す
べ
く
、
な
お
彼

　
　
　
は
夜
中
と
せ
ば
毎
日
通
学
す
る
か
を
聞
き
て
く
れ
。
（
中
略
）
貴
君
、
正
継
の
様
子
を
聴
き
た
る
上
、
貴
君
の
意
向
を
併
し

　
　
　
て
我
に
向
け
よ
。
そ
の
ヒ
、
い
よ
い
よ
決
す
べ
し
」
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○
卜
月
一
日
。
「
治
国
の
要
」
。
「
陽
明
学
』
百
．
一
十
八
号
（
大
正
八
年
十
月
一
日
刊
）

一
九
．
一
〇
年
。
大
正
九
年
。
庚
申
什
五
卜
．
歳
．

〇
一
月
一
日
。
「
顔
楽
説
」
。
「
陽
明
学
』
百
三
十
一
号
（
大
正
九
年
、
月
一
日
刊
〉

〇
八
月
卜
七
日
。
『
難
波
木
村
先
生
議
論
覚
書
上
ド
』
書
写
。
二
東
正
堂
の
藤
樹
後
学
資
料
の
書
写
」
）

〇
九
月
一
日
。
『
諸
子
文
通
贈
答
録
』
書
写
。
二
東
正
堂
の
藤
樹
後
学
資
料
の
書
写
」
）

〇
十
月
一
日
，
「
陽
明
学
の
立
場
か
ら
社
会
学
に
於
け
る
扶
助
闘
争
？
．
説
を
論
す
」
。
『
陽
明
学
』
百
二
．
十
七
号
（
大
正
九
年
卜
月
一

　
　
　
日
）

一
九
．
二
年
。
大
正
十
年
。
辛
酉
。
五
卜
、
一
歳
。

○
東
正
堂
「
與
生
田
正
庵
（
七
言
絶
句
）
」
（
『
蔵
春
閣
詩
存
稿
』
巻
ド
四
「
一
．
、
ゴ
）

〇
一
月
一
H
。
「
書
藤
樹
先
生
原
人
論
後
」
。
「
陽
明
学
』
百
三
十
九
号
（
大
正
十
年
一
月
一
日
刊
）

〇
一
月
、
1
1
。
「
致
良
知
説
」
。
「
陽
明
学
］
百
、
．
、
卜
九
n
ゲ
（
大
正
ト
年
、
月
，
H
刊
）

〇
二
月
一
日
。
「
自
由
と
は
何
ぞ
や
」
。
『
陽
明
学
』
百
四
十
号
（
大
正
十
年
二
月
一
日
刊
）

○
、
、
、
月
五
目
。
『
撃
壌
集
抄
』
を
東
正
堂
に
贈
ら
れ
る
。
も
と
東
正
堂
が
明
治
、
、
、
卜
六
年
に
編
集
書
写
し
た
も
の
を
生
田
正
庵
が
書

　
　
　
写
し
た
。
巻
末
葉
に
東
正
堂
の
次
の
識
語
が
あ
る
。
「
白
沙
嘗
以
尭
夫
詩
為
別
傳
。
蓋
別
之
李
杜
也
。
然
亦
唯
其
所
養
不

　
　
　
同
。
未
見
詩
有
異
傳
也
。
唯
是
尭
夫
詩
高
逸
遙
警
。
儒
家
以
詩
論
道
。
未
有
出
此
右
者
。
予
頃
間
．
，
、
復
此
集
。
摘
其
最
会
意

　
　
　
以
為
儒
家
論
学
詩
準
則
云
爾
。
明
治
癸
卯
初
夏
正
堂
識
」
。
巻
頭
↓
葉
の
内
題
の
ド
に
「
己
未
秋
日
、
正
堂
朱
批
」
と
朱

　
　
　
筆
。
裏
表
紙
に
「
大
正
卜
年
、
、
．
月
五
日
。
正
堂
先
生
見
贈
。
正
庵
。
」
「
正
庵
之
印
」
「
中
孚
之
印
」
「
正
庵
」
の
方
印
有
り
。

　
　
　
崎
門
文
庫
所
蔵
。
整
理
番
号
九
十
。
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〇
五
月
。
東
正
堂
著
『
困
知
続
録
』
（
蔵
春
閣
蔵
版
。
大
正
十
二
年
八
月
五
日
発
行
）
に
「
困
知
続
録
序
」
　
を
執
筆
．
．
二
生
田
正
庵
小

　
　
　
伝
」
）
。

　
　
　
「
κ
口
師
正
堂
先
生
嘗
謂
予
日
。
桃
江
之
学
在
致
良
知
之
．
、
、
字
。
然
其
要
唯
簡
易
親
切
而
巳
。
故
簡
易
而
親
切
。
親
切
而
簡

　
　
　
易
。
則
無
一
而
非
学
也
。
無
一
而
非
道
也
。
後
学
之
於
道
沿
門
泥
　
而
不
知
親
切
功
夫
。
是
以
其
議
論
愈
精
愈
密
。
而
其
学

　
　
　
愈
離
愈
遠
夷
。
夫
道
一
而
已
　
．
、
荷
我
用
心
親
切
。
則
道
固
不
可
求
之
於
外
、
而
随
庭
皆
学
努
尭
之
言
。
猶
可
聴
也
。
況
於

　
　
　
聖
賢
之
言
乎
。
良
知
之
教
。
其
実
亦
唯
若
此
而
巳
交
。
予
聞
之
如
大
夢
之
始
覚
。
吾
若
無
聞
此
教
。
則
虚
過
一
生
耳
，
先
生

　
　
　
嚢
在
山
中
。
既
有
困
知
之
著
。
而
今
書
其
続
録
而
成
、
．
日
示
p
曰
く
。
出
山
来
終
年
唯
在
紅
塵
堆
裏
送
日
。
既
十
有
鹸
年

　
　
　
臭
。
然
動
忍
衝
困
之
間
．
．
猶
得
此
数
語
焉
。
卿
其
試
序
之
．
予
喜
而
受
之
。
顧
先
生
之
学
術
。
未
嘗
随
　
後
学
門
艦
依
傍
之

　
　
　
習
。
而
有
以
遠
接
挑
江
王
子
之
心
伝
。
是
以
條
條
皆
自
心
得
之
。
故
其
所
録
多
是
先
儒
未
発
之
説
。
拝
読
数
過
。
不
復
覚
手

　
　
　
舞
之
足
踏
之
也
．
、
然
無
他
。
亦
唯
不
過
予
所
嘗
聞
簡
易
親
切
之
旨
耳
．
、
因
書
以
為
序
、
大
正
辛
酉
五
月
。
正
庵
生
田
中
孚
謹

　
　
　
識
。
」
（
も
と
読
点
な
し
）

〇
六
月
一
日
。
「
真
理
問
答
」
．
『
陽
明
学
』
百
四
卜
四
号
（
人
正
卜
年
六
月
．
日
刊
）

〇
七
月
一
日
。
「
四
言
教
略
説
」
、
『
陽
明
学
』
百
四
卜
五
号
〔
大
正
十
年
ヒ
月
一
n
刊
）

〇
八
月
一
日
。
「
四
言
教
略
説
（
承
前
）
」
　
『
陽
明
学
』
百
四
卜
六
号
（
大
正
十
年
八
月
一
n
刊
）

○
卜
月
一
日
。
「
四
言
教
略
説
⌒
承
前
こ
，
「
陽
明
学
』
百
四
卜
」
ロ
ゲ
（
人
正
卜
年
ト
月
．
目
刊
）

一
九
二
二
年
。
大
正
十
↓
年
。
壬
戌
。
五
十
三
歳
。

○
東
正
堂
「
遊
水
戸
常
磐
園
観
梅
。
示
同
遊
生
川
小
林
一
、
子
．
、
園
本
係
烈
公
晩
年
栖
息
之
所
云
（
七
言
絶
句
）
」
（
『
蔵
春
閣
詩
存
稿
』

　
　
　
巻
．
卜
四
十
四
丁
）
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○
ヒ
月
四
n
。
『
東
條
子
卜
八
箇
条
問
記
』
を
書
写
。
二
東
正
堂
の
藤
樹
後
学
資
料
の
書
写
」
）

〇
七
月
r
四
日
。
『
北
川
r
．
小
教
録
ぶ
を
書
写
。
二
東
正
堂
の
藤
樹
後
学
資
料
の
書
写
」
）

〇
七
月
．
一
卜
二
日
。
『
北
川
子
文
書
集
』
を
東
京
目
白
台
で
書
写
。
二
東
正
堂
の
藤
樹
後
学
資
料
の
書
写
」
）

O
L
月
、
．
卜
七
日
。
「
樋
日
覚
書
』
を
書
写
。
二
東
正
堂
の
藤
樹
後
学
資
料
の
書
写
」
）

〇
九
月
一
H
。
『
岡
山
示
教
録
追
加
』
を
東
京
目
白
台
で
書
写
。
二
東
正
堂
の
藤
樹
後
学
資
料
の
書
写
」
）

〇
九
月
五
日
．
『
岡
山
．
小
教
録
』
巻
一
を
書
写
、
二
東
正
堂
の
藤
樹
後
学
資
料
の
書
写
」
）

〇
九
月
九
日
。
『
岡
山
示
教
録
』
巻
二
を
書
写
。
二
東
正
堂
の
藤
樹
後
学
資
料
の
書
写
」
）

〇
九
月
卜
五
日
。
『
岡
山
示
教
録
』
巻
三
を
書
写
。
（
「
東
正
堂
の
藤
樹
後
学
資
料
の
書
写
」
）

〇
九
月
卜
九
日
。
「
岡
山
．
小
教
録
』
巻
四
を
書
写
。
二
東
正
堂
の
藤
樹
後
学
資
料
の
書
写
」
）

〇
九
月
一
．
ト
…
日
。
「
岡
山
示
教
録
』
巻
五
を
書
写
。
二
東
正
堂
の
藤
樹
後
学
資
料
の
書
写
」
）

〇
九
月
．
、
卜
．
．
、
日
。
「
岡
山
．
小
教
録
』
巻
六
を
書
写
。
二
東
正
堂
の
藤
樹
後
学
資
料
の
書
写
」
）

〇
九
月
二
卜
六
日
。
「
岡
山
示
教
録
』
巻
ヒ
を
書
写
。
（
「
東
正
堂
の
藤
樹
後
学
資
料
の
書
写
」
）

○
卜
月
、
、
、
1
1
、
『
．
、
見
直
養
芳
簡
別
録
』
を
書
写
，
二
東
正
堂
の
藤
樹
後
学
資
料
の
書
写
」
）

一
九
二
．
、
一
年
。
大
正
十
二
年
。
癸
亥
。
五
卜
四
歳
。

○
、
，
．
月
．
．
．
卜
．
日
。
「
良
斎
篤
山
論
学
書
』
。
書
写
、
巻
末
に
「
大
正
卜
二
年
．
．
一
月
二
、
十
一
日
。
正
庵
写
之
」
と
あ
る
。
崎
門
文
庫
所

　
　
　
蔵
。
整
理
番
ロ
ゲ
ニ
百
、
一
卜
五
。

〇
八
月
一
日
。
「
窮
理
の
説
」
。
『
陽
明
学
』
百
六
卜
八
号
（
大
正
－
工
、
年
八
月
一
日
刊
）

○
ト
一
月
．
、
十
五
目
，
「
性
理
大
全
会
通
』
巻
六
。
民
口
写
。
巻
末
に
「
大
正
十
二
年
卜
一
月
念
五
日
、
正
庵
写
」
と
あ
る
。
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○
ト
一
月
二
十
八
日
。
『
性
理
人
全
会
通
』
巻
二
．
ト
一
ー
巻
、
．
一
卜
六
。
書
写
。
巻
末
に
「
大
正
十
二
年
卜
一
月
念
八
n
、
正
庵
抄
写
」

　
　
と
あ
る
。

一
九
．
一
四
年
。
大
正
卜
、
、
．
年
。
甲
r
．
五
卜
五
歳
。

〇
四
月
一
．
日
。
『
卜
八
史
略
』
薄
墨
摺
十
三
冊
を
神
田
小
川
町
の
書
店
で
購
入
。
「
立
斎
先
生
標
題
解
註
音
釈
十
八
史
略
』
崎
門
文
庫

　
　
所
蔵
。
番
号
二
百
二
卜
、
一
。
の
巻
末
に
張
り
紙
「
十
八
氏
略
。
薄
墨
摺
十
二
冊
。
大
正
十
、
二
年
四
月
二
日
。
東
京
神
田
小
川

　
　
口
口
書
店
に
て
求
，
値
．
一
円
」
と
あ
る
。

○
中
秋
。
東
正
堂
「
中
秋
招
生
旧
正
庵
。
対
月
同
酌
（
七
言
絶
句
三
首
）
」
（
『
蔵
春
閣
詩
存
稿
』
巻
下
四
十
七
丁
）

〇
九
月
。
東
正
堂
「
九
月
天
晴
日
暖
。
約
生
田
正
庵
・
桑
原
筑
山
。
禰
祥
郊
外
。
而
川
岡
清
風
亦
至
。
則
共
携
手
。
半
日
吟
遊
甚

　
　
適
。
但
正
庵
宿
痢
未
愈
。
別
後
寄
之
。
問
其
状
（
」
．
．
口
絶
句
）
」
（
パ
蔵
春
閣
詩
存
稿
』
巻
ド
四
十
じ
丁
）

○
東
正
堂
「
生
田
正
庵
。
招
予
観
日
蓮
祭
事
。
人
衆
雑
踏
頗
盛
。
日
蓮
巨
今
八
百
鹸
年
。
而
猶
能
致
人
帰
向
如
此
。
因
有
此
作
（
七

　
　
．
ゴ
絶
句
）
」
二
蔵
春
閣
詩
存
稿
』
巻
下
四
卜
七
丁
）

一
九
、
一
五
年
。
大
正
十
四
年
。
乙
丑
．
五
卜
六
歳
。

〇
一
月
二
十
七
日
。
宋
濠
著
村
瀬
講
輔
編
『
宋
学
上
文
粋
』
を
購
入
．
．
巻
末
に
「
大
正
卜
四
年
一
月
二
十
ヒ
日
柳
町
書
店
に
て
求
代

　
　
五
卜
銭
」
の
書
き
込
み
、
崎
門
文
庫
所
蔵
。
番
号
百
四
十
六
．

〇
七
月
ヒ
H
。
三
輪
執
斎
著
『
尭
典
和
釈
』
　
、
環
．
冊
。
揖
写
。
巻
末
に
「
大
正
卜
四
年
七
月
な
の
か
お
東
京
目
白
台
、
正
庵
写
」

　
　
と
あ
る
。
一
葉
目
に
「
批
点
正
庵
加
之
」
と
あ
る
。
「
正
庵
蔵
書
」
「
吉
卿
」
「
正
庵
中
孚
」
の
方
印
あ
り
。
崎
門
文
庫
所

　
　
蔵
。
整
理
番
号
七
十
八
．

○
卜
月
、
、
卜
日
。
東
正
堂
か
ら
東
澤
潟
真
筆
本
「
易
説
』
を
恵
贈
さ
れ
る
。
東
正
堂
の
ト
月
卜
九
日
発
生
田
正
庵
あ
て
葉
書
「
昨
日
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如
例
夫
妻
御
招
二
願
難
度
奉
謝
ノ
浅
イ
席
ヒ
申
ヒ
候
石
斎
易
説
先
r
親
写
本
を
割
愛
口
E
ヒ
供
御
参
考
可
申
二
付
懸
故
或
者
一

　
　
　
H
も
早
く
御
覧
相
成
御
心
慮
と
察
し
申
上
候
。
今
明
ハ
持
去
猶
終
日
在
宅
之
筈
と
な
り
昼
ノ
間
ハ
何
時
と
も
速
来
可
能
候
。

　
　
　
卜
月
卜
九
日
朝
八
時
五
分
。
敬
」
。
表
は
「
小
4
1
川
区
雑
司
ヶ
谷
町
一
。
生
川
格
殿
。
東
京
市
牛
込
区
市
ヶ
谷
河
田
町
卜
一
．

　
　
　
番
地
。
陽
明
学
会
。
東
敬
治
」
。
こ
の
葉
書
の
裏
面
に
生
田
正
庵
の
識
語
が
張
り
紙
さ
れ
て
い
る
。
「
此
の
は
が
き
に
因
と
大

　
　
　
正
卜
四
年
十
月
二
卜
日
先
生
宅
へ
来
る
此
易
説
写
本
を
賜
ふ
」
と
。
こ
の
『
易
説
』
一
、
巻
、
冊
は
崎
門
文
庫
所
蔵
。
整
理
番

　
　
　
号
六
十
。
．
石
斎
と
は
明
末
の
黄
道
周
の
号
。

〇
十
一
月
二
十
日
。
奥
村
栄
実
著
『
止
斎
漫
録
』
全
二
巻
二
冊
を
書
写
。
巻
末
に
「
大
正
卜
四
年
十
一
月
二
十
日
於
東
京
目
白
台
。

　
　
　
正
庵
写
之
」
と
あ
る
。
「
中
孚
」
「
吉
卿
」
「
正
庵
蔵
書
」
の
方
印
。
崎
門
文
庫
所
蔵
。
整
理
番
目
ゲ
百
七
。

○
東
正
堂
「
春
郊
散
策
賞
櫻
花
。
入
夜
而
帰
。
示
同
遊
生
出
吉
卿
（
七
言
絶
句
）
」
（
『
蔵
春
閣
詩
存
稿
』
　
下
四
卜
八
丁
）

一
九
．
一
六
年
。
大
正
卜
五
年
。
丙
寅
。
五
十
七
歳
。

〇
四
月
。
「
『
蔵
春
閣
詩
存
稿
』
蹟
（
大
正
－
「
五
年
四
月
。
正
庵
生
田
中
孚
吉
卿
）
」
（
『
蔵
春
閣
詩
存
稿
』
巻
下
巻
末
）

〇
四
月
。
東
正
堂
「
蔵
春
閣
詩
存
稿
関
係
諸
氏
」
で
生
田
正
庵
を
「
吉
卿
我
之
察
元
定
也
」
と
紹
介
す
る
。

〇
八
月
．
日
。
「
易
を
読
む
」
．
。
「
陽
明
学
』
百
八
卜
六
号
（
大
正
卜
κ
年
八
月
一
日
刊
）

〇
十
月
卜
四
日
。
「
岡
山
先
生
書
簡
集
』
上
中
下
合
冊
を
書
写
。
（
「
東
正
堂
の
藤
樹
後
学
資
料
の
書
写
」
）

○
ト
一
、
月
、
，
十
五
日
。
「
昭
和
」
に
改
元
。

一
九
二
七
年
。
昭
和
二
年
。
丁
卯
。
五
卜
八
歳
。

〇
八
月
一
H
。
「
知
行
合
一
説
」
。
「
陽
明
学
』
百
九
卜
．
．
号
（
昭
和
．
一
年
八
月
、
日
刊
）

一
九
二
八
年
。
昭
和
三
年
。
戊
辰
。
五
卜
九
歳
。
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○
東
正
堂
、
生
田
正
庵
あ
て
書
簡
。
山
U
に
静
養
し
て
い
た
東
正
堂
が
王
陽
明
没
後
四
百
年
祭
、
陽
明
学
談
話
会
設
立
に
関
し
て
生

　
　
　
田
正
庵
に
指
示
す
る
。
二
生
川
正
庵
小
伝
」
）

　
　
　
＝
東
京
と
川
日
と
）
両
々
相
待
て
随
て
転
嫁
風
動
の
端
緒
と
も
可
相
成
か
と
も
存
居
候
。
此
察
別
し
て
御
無
理
御
最
と
存

　
　
　
候
。
（
中
略
）
。
貴
君
も
一
層
責
任
を
生
じ
御
痛
心
も
可
有
之
。
然
ど
も
此
皆
学
問
の
地
、
古
人
金
言
候
。
執
事
学
始
密
。
僕

　
　
　
の
仕
事
に
て
も
当
候
へ
ば
功
夫
の
実
効
も
分
り
可
申
、
随
分
御
注
意
、
講
学
の
一
進
歩
御
計
り
可
被
成
正
に
在
今
H
　
。

　
　
　
（
中
略
）
貴
君
等
大
に
精
神
を
鼓
し
脊
梁
骨
を
竪
立
し
、
盛
に
斯
道
の
講
明
を
尽
察
し
、
永
く
翼
ド
の
雛
と
な
る
勿
れ
。
」

〇
七
月
十
三
口
。
佐
藤
一
斎
著
東
正
堂
輯
録
『
言
志
余
禄
』
書
写
。
巻
頭
に
東
正
堂
の
次
の
「
言
志
余
録
序
」
が
あ
る
。
「
往
年
楠

　
　
　
本
碩
水
翁
寄
書
云
。
先
師
佐
藤
一
斎
将
出
言
志
録
時
．
多
取
旧
稿
剛
之
，
蓋
意
有
所
避
耳
。
然
其
実
悉
皆
陽
明
王
了
之
要
旨

　
　
　
也
。
而
其
所
剛
別
為
書
。
我
亦
嘗
見
之
。
子
試
訪
則
見
之
．
．
予
於
是
博
聞
券
捜
．
．
以
求
其
書
者
多
年
。
而
無
見
焉
。
至
於
近

　
　
　
日
．
偶
聞
河
田
功
甫
藏
中
有
言
志
録
稿
本
。
功
甫
祖
父
藻
悔
先
生
。
実
為
一
斎
先
生
女
婿
。
其
所
傳
固
確
。
予
乃
特
請
而
閲

　
　
　
之
．
、
宛
然
親
筆
，
塗
抹
欄
如
。
亦
頗
有
不
人
現
行
言
志
録
者
。
故
就
而
抄
之
。
言
志
四
録
中
稿
．
猶
閾
後
録
之
所
。
為
可
恨

　
　
　
也
。
後
聞
菊
池
仲
昭
亦
藏
一
本
。
謂
必
是
也
。
及
細
閲
之
．
則
仰
其
叢
録
。
而
非
後
録
也
。
然
其
所
収
則
大
有
異
同
。
因
又

　
　
　
抄
之
。
合
編
而
成
一
書
。
題
日
言
志
鯨
録
　
夫
如
大
賢
．
斎
先
生
　
断
簡
残
墨
。
後
人
豊
棄
之
。
矧
其
於
特
発
陽
明
王
子
之

　
　
　
要
旨
者
哉
。
但
未
知
当
時
碩
水
翁
所
見
何
如
耳
．
人
正
十
、
．
年
癸
亥
四
月
。
正
堂
東
敬
治
芹
十
東
京
牛
門
蔵
春
閣
」
。
巻
末

　
　
　
に
「
昭
和
三
年
七
月
十
一
、
一
日
写
。
正
庵
」
と
あ
る
、
「
正
庵
蔵
書
」
の
方
印
。
崎
門
文
庫
所
蔵
。
整
理
番
号
九
十
一
。

〇
八
月
一
、
十
一
日
。
中
江
藤
樹
著
「
藤
樹
先
生
後
生
物
語
』
「
杜
い
写
．
「
昭
和
、
．
、
年
八
月
念
一
日
．
正
庵
写
」
と
あ
る
。
「
正
庵
蔵
書
」

　
　
　
長
方
印
。
崎
門
文
庫
所
蔵
，
整
理
番
号
百
八
卜
四
．

〇
十
一
月
二
卜
九
日
。
東
洋
大
学
で
王
陽
明
没
後
四
百
年
祭
．
陽
明
学
談
話
会
結
成
。
共
に
生
田
正
庵
が
東
正
堂
の
指
示
で
取
り
仕
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切
る
。
（
「
生
出
正
庵
小
伝
」
）

、
九
．
一
九
左
＋
。
　
昭
…
和
…
四
年
。
己
巳
。
　
上
ハ
ト
歳
。

一
九
一
、
一
〇
年
。
昭
和
五
年
。
庚
午
。
六
十
一
歳
。

、
九
三
一
年
。
　
昭
和
L
ハ
年
。
立
＋
上
不
。
　
⊥
ハ
十
，
．
歳
。

○
『
正
堂
先
生
前
赤
壁
賦
略
解
』
（
昭
和
辛
未
八
月
二
十
五
日
。
正
堂
稿
）
を
書
写
。
「
正
庵
写
」
。
崎
門
文
庫
所
蔵
。
整
理
番
号
百

　
　
q
．
　
’
t
O

　
　
p
1
7

、
九
．
、
、
、
．
年
。
昭
和
七
年
。
壬
申
。
六
卜
三
歳
。

〇
十
月
八
日
。
『
中
庸
説
略
』
。
書
写
。
「
昭
和
七
年
十
月
八
日
写
畢
」
と
あ
る
。
崎
門
文
庫
所
蔵
。
整
理
番
号
百
七
十
一
。

．
九
．
．
．
，
．
、
住
－
。
　
㎜
川
和
八
年
。
　
癸
酉
D
　
L
ハ
ト
…
四
也
戚
。

○
「
王
学
要
略
』
を
執
筆
す
る
。
（
生
田
清
の
後
書
き
）

、
九
、
、
．
…
四
年
－
。
　
昭
和
九
年
。
　
甲
戌
。
　
」
ハ
ト
万
…
歳
。

一
九
，
、
一
五
年
。
昭
和
十
年
。
乙
亥
。
六
十
六
歳
。

〇
八
月
一
日
。
東
正
堂
、
東
京
の
自
宅
で
逝
去
。
享
年
L
卜
六
歳
。
（
「
生
川
正
庵
小
伝
」
）

一
九
三
六
年
。
昭
和
十
一
年
。
丙
子
。
六
卜
七
歳
。

〇
六
月
．
一
卜
八
日
。
東
京
大
学
附
属
病
院
で
逝
去
。

〇
七
月
一
．
十
八
日
。
『
詩
経
訳
説
』
の
前
半
は
正
庵
の
筆
写
。
後
半
は
生
田
賢
の
筆
写
。
巻
末
に
「
昭
和
十
一
年
ヒ
月
二
十
八
日
写

　
　
畢
。
生
田
賢
」
と
あ
る
。
崎
門
文
庫
所
蔵
。
整
理
番
n
ゲ
百
四
。

．
九
三
七
年
。
昭
和
十
一
，
年
。
ド
・
丑
。
没
後
一
年
。
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〇
六
月
．
一
卜
八
B
。
「
王
学
要
略
』
刊
行
。
編
輯
兼
発
行
人
生
田
清
。
発
行
所
生
田
清
自
宅
（
東
京
府
北
多
摩
郡
武
蔵
野
町
吉
祥
寺
二

　
　
　
〇
一
七
番
地
）
。
顕
文
「
昭
和
八
年
東
亜
学
芸
協
会
に
於
い
て
陽
明
学
論
叢
を
編
纂
発
行
す
る
の
企
画
あ
り
先
府
君
に
も
亦

　
　
　
依
頼
あ
り
此
の
著
は
其
の
為
め
右
の
題
目
の
ド
に
執
筆
せ
し
も
の
な
り
今
筐
底
よ
り
草
稿
を
発
見
し
た
る
に
よ
り
之
を
活
版

　
　
　
に
付
し
先
君
旧
知
の
諸
子
に
贈
呈
す
と
云
爾
。
昭
和
十
二
年
⊥
ハ
月
．
、
男
清
謹
識
」
二
王
学
要
略
』
巻
末
）
。
こ
の
『
王
学
要

　
　
　
略
』
は
『
木
村
秀
吉
編
『
渡
邊
翁
追
悼
・
陽
明
学
研
究
』
（
渡
邊
翁
対
と
陽
明
学
研
究
刊
行
会
．
昭
和
卜
三
年
七
月
二
卜
五
日
刊

　
　
　
行
）
に
生
田
清
の
後
書
き
を
省
い
て
収
録
さ
れ
て
い
る
．

〇
六
月
一
．
卜
八
H
。
『
正
庵
文
稿
』
刊
行
。
編
輯
兼
発
行
人
生
田
清
。
発
行
所
生
田
清
自
宅
。
「
先
君
子
年
十
五
志
r
学
、
至
岩
国
游

　
　
　
於
東
澤
潟
先
生
門
。
既
而
卜
京
、
奉
身
於
王
子
学
者
五
十
年
、
去
歳
六
月
二
十
八
日
病
没
東
京
。
年
六
十
七
。
終
身
不
上
仕

　
　
　
途
．
不
求
交
游
．
亦
不
4
1
著
述
。
不
掲
牌
授
徒
、
日
夜
研
学
、
黙
座
澄
心
、
以
体
致
良
知
之
旨
。
深
憂
博
学
之
時
弊
、
毎
教

　
　
　
某
以
此
。
其
属
織
、
亦
連
称
審
問
審
問
。
先
是
授
生
平
所
作
文
日
、
死
後
版
之
可
也
。
乃
今
謹
付
手
民
云
。
昭
和
卜
二
年
r

　
　
　
門
仕
」
ハ
月
。
　
不
淑
目
男
法
旧
ぷ
程
‥
載
」
　
（
。
戸
止
庵
＝
又
稿
』
巻
上
爪
）

　
　
　
「
王
学
要
略
』
「
正
庵
文
稿
』
共
に
一
周
忌
を
記
念
し
た
出
版
で
あ
る
，
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